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２
０
２
０
年
６
月
に
国
会

で
可
決
・
成
立
し
た
改
正
電

気
事
業
法
が
施
行
さ
れ
る
の

は
２
０
２
２
年
４
月
の
予
定

で
あ
る
。
改
正
法
の
中
に
は

配
電
事
業
の
ラ
イ
セ
ン
ス
化

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
制
度
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

電
力
事
業
は
大
き
く
構
造
転

換
し
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。

事
業
者
に
利
用
さ
せ
、
コ
ス

ト
削
減
や
災
害
対
応
な
ど
の

向
上
を
狙
う
。
特
に
災
害
へ

の
対
応
で
は
、
経
済
産
業
省

が
災
害
に
強
い
地
域
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
の
推
進
・
普
及

を
目
指
し
て
お
り
、
配
電
事

業
ラ
イ
セ
ン
ス
が
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
自
然
災
害
な
ど
で
電

力
設
備
が
支
障
を
き
た
し
て

も
直
ち
に
復
旧
し
給
電
を
再

開
す
る
能
力
）
の
向
上
に
資

す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
電
力
グ
リ
ッ

風
、
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
長
期
停
電
（
北
海
道

全
域
や
千
葉
県
広
域
停
電
）

が
相
次
い
で
発
生
し
て
お

り
、
電
力
の
災
害
耐
性
向
上

も
急
務
だ
。

　

配
電
事
業
へ
の
新
規
参
入

者
に
は
ガ
ス
や
水
道
な
ど
他

の
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
も
考
え

ら
れ
る
。
異
業
種
連
携
の
一

体
運
用
で
コ
ス
ト
削
減
が
図

れ
る
か
ら
だ
。
Ｉ
Ｔ
分
野
の

企
業
な
ら
課
金
や
需
要
制
御

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー

ド
で
は
、
大
規
模
電
源
と
需

要
地
を
結
ぶ
送
配
電
網
の
拡

充
や
送
配
電
網
の
複
線
化
な

ど
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め

て
き
た
。
し
か
し
最
近
は
、

太
陽
光
や
風
力
と
い
っ
た
従

来
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

分
散
型
電
源
が
増
加
し
た
こ

と
で
送
配
電
網
の
送
電
容
量

が
上
限
値
近
く
ま
で
達
す
る

地
域
が
急
増
す
る
な
ど
、
電

源
多
様
化
に
伴
っ
た
設
備
構

成
の
見
直
し
・
増
強
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。
地
震
や
台

シ
ョ
ン
も
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
出
資
な
ど
に
よ
る
自

治
体
の
参
加
も
あ
る
。
太
陽

光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
を

多
数
設
置
で
き
る
地
域
で

は
、
再
エ
ネ
の
余
剰
電
力
を

利
用
し
た
水
素
製
造

や
Ｅ
Ｖ
充
電
な
ど
の

新
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

合
わ
せ
た
事
業
も
想

定
で
き
る
。

　

新
規
参
入
の
企
業

や
自
治
体
が
、
異
業
種
連
携

の
ア
イ
デ
ア
や
地
域
特
性
を

生
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
開

花
さ
せ
れ
ば
、
法
改
正
が
も

た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は
当
初
の

目
論
見
以
上
に
大
き
な
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
。

▼
温
室
効
果
ガ
ス
世
界
資
料

セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
）

　

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ

Ｏ
）
の
要
請
で
１
９
９
０

年
か
ら
日
本
の
気
象
庁
が

運
営
し
、
昨
年
30
周
年
を

迎
え
た
国
際
的
機
関
。
地

球
規
模
の
環
境
観
測
を
行

う
Ｗ
Ｍ
Ｏ
全
球
大
気
監
視

（
Ｇ
Ａ
Ｗ
）
計
画
に
基
づ

き
設
立
さ
れ
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
観
測

デ
ー
タ
を
全
世
界
か
ら
収

集
し
、
公
開
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

解
析
を
行
い
年
報
に
ま
と

め
る
。
こ
れ
は
国
連
気
候

変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
で
配
布

さ
れ
判
断
材
料
と
な
る
。

▼
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

　

都
市
部
の
気
温
が
周
辺

市
街
地
よ
り
も
高
く
な
る

現
象
。
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
は
「
熱
の
島
」
と
い
う

意
味
で
、
気
温
の
分
布
図

を
描
く
と
高
温
部
が
海
に

浮
か
ぶ
島
の
よ
う
な
形
に

な
る
た
め
、
こ
う
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
き
く
２
つ
の
要
因
が

あ
る
と
さ
れ
、
１
つ
は
人

口
集
中
で
大
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
消
費
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
排
熱
の
影
響
。
も

う
１
つ
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
造
物
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
道
路
で
地
表
面

が
覆
わ
れ
、
水
分
の
多
い

土
の
地
面
よ
り
も
放
射
熱

が
高
く
な
る
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
は
発
電
所
か
ら

の
大
電
力
を
流
す
送
電
網

も
、
需
要
家
に
つ
な
ぐ
配
電

網
も
、
ほ
と
ん
ど
が
一
般
送

配
電
事
業
者
（
大
手
電
力
会

社
）
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
管

理
運
営
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

う
ち
需
要
家
に
近

い
配
電
網
を
独
立

さ
せ
、
新
規
事
業

者
に
譲
渡
ま
た
は

貸
与
し
て
運
用
で

き
る
よ
う
認
可
を

与
え
る
の
が
、
配
電
事
業
ラ

イ
セ
ン
ス
の
制
度
で
あ
る
。

特
定
の
地
域
で
大
手
電
力
会

社
が
す
で
に
整
備
し
た
配
電

網
や
設
備
を
、
新
し
い
技
術

を
所
有
し
て
い
た
り
、
地
域

特
性
を
活
用
で
き
た
り
す
る
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気
象
庁
は
２
０
２
０
年
11
月
、
世
界

気
象
機
関（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）の
発
行
す
る「
温

室
効
果
ガ
ス
年
報
第
16
号
」
に
お
い

て
、
主
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
気
中

の
世
界
平
均
濃
度
は
近
年
継
続
し
て
増

加
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
も
観
測
史

上
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し
た
。
こ

の
年
報
は
、
気
象
庁
が
運
営
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
世
界
資
料
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ

Ｃ
Ｇ
Ｇ
：
左
欄
用
語
解
説

）
に
よ

っ
て
、
世
界
中
で
観
測
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
収
集
・
解
析
し
、
そ
の
結
果
な
ど
を

も
と
に
作
成
さ
れ
る
。

　

最
高
値
を
更
新
し
た
主
要
な
温
室
効

果
ガ
ス
３
種
の
う
ち
最
も
大
き
な
比
率

を
占
め
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
濃

で
、
そ
の
１
４
８
％
に
達
す
る
。
年
報

で
は
増
加
原
因
を
「
主
と
し
て
化
石
燃

料
の
燃
焼
と
セ
メ
ン
ト
生
産
及
び
森
林

伐
採
と
そ
の
他
の
土
地
利
用
変
化
か
ら

の
放
出
に
よ
る
結
果
」
と
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２

に
次
い
で
比
率
の
大
き
い
メ

タ
ン
（
Ｃ
Ｈ
４

）
の
濃
度
は
１
８
７
７

±
２
ｐ
ｐ
ｂ
（「
ｐ
ｐ
ｂ
」
は
大
気
中

の
分
子
10
億
個
中
、「
ｐ
ｐ
ｍ
」
は
同

１
０
０
万
個
中
に
あ
る
対
象
物
質
の
個

数
を
示
す
単
位
）。
前
年
か
ら
８
ｐ
ｐ

ｂ
（
０
・
43
％
）
増
加
し
た
。
工
業
化

度
は
４
１
０
・
５
±
０
・
２
ｐ
ｐ
ｍ
で
、

前
年
か
ら
２
・
６
ｐ
ｐ
ｍ
（
０
・
64
％
）

増
加
し
た
。
増
加
量
は
、
最
近
10
年
間

の
平
均
２
・
37
ｐ
ｐ
ｍ
を
上
回
っ
て
い

る
。
推
計
さ
れ
る
産
業
革
命
前
（
工
業

化
以
前
）
の
濃
度
は
約
２
７
８
ｐ
ｐ
ｍ

主
要
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
最
高
更
新

以
前
は
約

７
２
２
ｐ

ｐ
ｂ
で
、

そ
の
２
６

０
％
に
達
し
て
い
る
。
３
番
目
に
大
き

い
一
酸
化
二
窒
素
（
Ｎ
２

Ｏ
）
の
濃
度

は
３
３
２
・
０
±
０
・
１
ｐ
ｐ
ｂ
。
前

年
か
ら
０
・
９
ｐ
ｐ
ｂ
（
０
・
27
％
）

増
加
。
工
業
化
以
前
は
約
２
７
０
ｐ
ｐ

ｂ
で
、
そ
の
１
２
３
％
に
な
っ
た
。
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新
品
の
大
き

な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
う
初
々

し
い
姿
に
頬
を

緩
ま
せ
る
季
節

に
な
っ
た
。
教
材
量
増
加
な

ど
の
影
響
で
、
そ
の
重
さ
が

問
題
視
さ
れ
勉
強
道
具
を
持

ち
帰
ら
な
い
「
置
き
勉
」
を

認
め
る
な
ど
の
措
置
が
進
ん

だ
と
さ
れ
る
が
、
少
し
は
軽

く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

▼
小
学
生
の
荷
物
と
は
逆
に

急
速
に
重
量
を
増
す
も
の
が

あ
る
。
人
の
つ
く
り
出
す
人

工
物
だ
。
道
路
や
建
物
、
自

動
車
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

日
用
品
ま
で
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
あ
る
。
そ
の
人
工
物
が
動

物
や
植
物
な
ど
生
物
の
総
重

量
を
上
回
っ
た
。
２
０
２
０

年
12
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
科
学

誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
掲
載

さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
研
究

チ
ー
ム
に
よ
る
論
文
だ
。

▼
研
究
チ
ー
ム
は
産
業
と
生

態
学
、
衛
星
デ
ー
タ
な
ど
多

数
の
情
報
か
ら
１
９
０
０
年

以
降
の
地
球
上
の
人
工
物
量

と
生
物
量
の
変
化
を
推
計
し

た
。
20
世
紀
初
頭
の
人
工
物

の
総
重
量
は
生
物
量
の
わ
ず

か
約
３
％
の
３
５
０
億
㌧
。

そ
れ
が
第
２
次
世
界
大
戦
以

降
、
製
造
業
の
拡
大
や
都
市

開
発
な
ど
で
急
増
し
、
今
で

は
生
物
量
と
同
等
の
１
兆
１

０
０
０
億
㌧
に
達
し
た
。
さ

ら
に
年
間
３
０
０
億
㌧
ず
つ

増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

▼
人
類
の
総
重
量
を
80
億
人

の
１
人
50
㌔
㌘
と
多
め
に
計

算
し
て
も
４
億
㌧
。
前
出
の

値
に
比
べ
桁
数
か
ら
し
て
頼

り
な
い
。
新
１
年
生
の
肩
の

過
度
な
負
担
は
徐
々
に
改
善

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
人

類
が
背
負
う
べ
き
荷
は
日
々

重
さ
を
増
し
て
い
る
。

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
そ
う
し

た
電
力
使
用
の
シ
フ
ト
に
よ

る
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
を

「
上
げ
下
げ
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
」
と
呼
び
、
行
動
を

働
き
掛
け
、
再
エ
ネ
拡
大
に

よ
る
温
暖
化
対
策
に
つ
な
げ

た
い
考
え
。
以
前
か
ら
約
定

単
価
の
変
動
を
確
認
で
き
る

サ
イ
ト
「
環か

ん

境き
ょ
う

市い
ち

場ば

」
を

運
営
し
て
い
る
の
も
そ
の
た

め
だ
。
サ
イ
ト
で
市
場
の
動

向
を
見
て
電
気
の
使
い
方
が

変
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
販
売
す
る
電
力
は

単
価
変
動
の
な
い
従
量
料
金

に
し
て
、
残
り
の
月
は
変
動

に
す
る
も
の
。
市
場
価
格
が

高
く
な
り
や
す
い
真
夏
や
真

冬
の
時
期
を
固
定
料
金
型
に

す
る
と
い
っ
た
設
定
が
で
き

る
。
加
え
て
、
単
価
変
動
が

な
い
固
定
料
金
型
の
メ
ニ

ュ
ー
も
あ
る
。
こ
れ
は
基
本

料
金
が
な
く
、
使
っ
た
量
に

応
じ
て
課
金
さ
れ
る
従
量
料

金
の
み
の
方
式
だ
。

非
化
石
証
書

付
き
が
標

準
（
証
書
な
し
も
選
択
可
）。

使
う
電
気
に
実
質
的
な
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
フ
リ
ー

の
環
境
価
値
が
つ
く
。
こ
れ

も
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
同

様
、
再
エ
ネ
導
入
拡
大
に
大

き
く
寄
与
で
き
る
。

　

な
お
、
料
金
プ
ラ
ン
に
は

市
場
連
動
型
と
固
定
料
金
型

を
組
み
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
る
。
一
定
の
月
数
だ
け

が
で
き
れ
ば
、
太
陽
光
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
は
供
給
過
多
に

臆
せ
ず
導
入
拡
大
が
進
む
。

安
価
で
、
朝
や
夕
方
に
高
い

な
ど
お
お
よ
そ
の
傾
向
が
あ

る
。
よ
っ
て
安
価
な
時
間
帯

に
電
気
使
用
の
比
重
を
シ
フ

ト
さ
せ
れ
ば
、
電
気
料
金
の

節
約
が
図
れ
る
。

　

そ
の
行
動
は
コ
ス
ト
面
だ

け
で
な
く
環
境
配
慮
面
で
も

益
を
も
た
ら
す
。
市
場
価
格

が
安
く
な
る
と
き
は
、
需
要

が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

十
分
な
日
照
で
太
陽
光
の
発

電
量
が
過
大
に
な
る
と
い
っ

た
供
給
過
多
の
状
況
に
あ

る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
電

力
の
使
用
つ
ま
り
需
要
を
増

や
し
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整

で
決
ま
っ
た
市
場
価
格
（
約

定
単
価
）
に
応
じ
て
、
ユ
ー

ザ
ー
の
支
払
う
電
気
料
金
が

変
動
す
る
タ
イ
プ
だ
。
も
と

に
な
る
約
定
単
価
は
、
１
日

　

用
意
し
た
数
種
の
料
金
プ

ラ
ン
の
う
ち
標
準
と
す
る
の

は
「
市
場
連
動
型
」。
電
力

の
卸
売
り
市
場
で
あ
る
日
本

卸
電
力
取
引
所（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）

2021年冬季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ヘ
ン
ア
ツ
キ
」

（
変
圧
器
）
が
正
解
。

今
回
も
、
８
面
に
楽
し

い
パ
ズ
ル
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（25周年記念サイト）

市
場
で
売
買
で
き
る
よ
う
に

し
た
証
書
。

　

再
エ
ネ
な
ど
で
電
気
を
つ

く
っ
た
発
電
事
業
者
が
売
り

手
と
な
り
、
こ
の
証
書
を
Ｊ

Ｅ
Ｐ
Ｘ
の
市
場
で
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
に
か
け
る
。
買
い
手
は

小
売
電
気
事
業
者
で
、
証
書

を
購
入
す
る
こ
と
で
需
要
家

に
販
売
す
る
電
気
に
実
質

Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
の
環
境
価
値

が
あ
る
と
見
な
せ
る
。

　

本
紙
発
行
元
の
日
本
テ
ク
ノ
が
一
般
家
庭
向
け
の
電
力
販

売
を
始
め
る
。
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
環か

ん

境き
ょ
う

市い
ち

場ば

で
ん
き
」
で
申
し
込
み
を
受
け
る
予
定
。
こ
れ
ま
で

高
圧
受
電
の
需
要
家
が
主
な
ユ
ー
ザ
ー
層
だ
っ
た
が
、
環
境
配
慮

型
の
電
力
供
給
を
広
め
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
貢

献
し
て
い
く
。

無 料

答えは「ヘンアツキ」
（変圧器）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

企画/編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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一
般
家
庭
向
け
電
力
販
売
に
向
け
た
思
い
││
温
暖
化
対
策
へ
の
貢
献

４G
IFT m

ap 

マ
ッ
チ
ン
グ
事
例

技
術
継
承
へ
新
た
な
ス
タ
ー
ト　
【
ア
サ
ヒ
金
型
／
徳
永
】

４Introduction of techno service

特
別
高
圧
外
部
選
任
サ
ー
ビ
ス

５A
ll for JA

P
A
N

震
災
か
ら
10
年
活
気
あ
る
復
興
の
姿
【
に
し
き
食
品
】

連
載
記
事
ほ
か　

一
般
家
庭
向
け
電
力
販
売
ス
タ
ー
ト

一
般
家
庭
向
け
電
力
販
売
ス
タ
ー
ト

再
エ
ネ
導
入
拡
大
に
寄
与

■
〝
こ
の
企
業
へ
〞
ベ
ス
ト
ギ
フ
ト

８

河
村
隆
一
さ
ん
と
日
本
テ
ク
ノ
馬
本
英
一
社
長

ベ
ス
ト
ギ
フ
ト
提
供
企
業
を
訪
問

レ
ジ
袋
使
わ
な
い
人
３
割
か
ら
７
割
へ

近
１
週
間
以
内
の
買
い
物
で

レ
ジ
袋
を
も
ら
っ
た
か
」
の

質
問
に
約
３
割
（
30
・
４
％
）

の
人
が「
も
ら
っ
て
い
な
い
」

と
答
え
て
い
た
。
そ
の
割
合

（
レ
ジ
袋
辞
退
率
）
を
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
に
よ
っ
て

12
月
ま
で
に
６
割
に
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
た
。

　

Ｐ
Ｒ
活
動
や
サ
ポ
ー
ト
団

体
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
11

タ
ー
と
し
て
活
動
に
協
力
し

た
企
業
や
自
治
体
な
ど
の
う

ち
貢
献
度
の
高
か
っ
た
団
体

の
表
彰
も
行
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
同
年
７

月
の
レ
ジ
袋
有
料
化
を
機
に

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
呼
び
掛

け
る
取
り
組
み
で
、
６
月
か

ら
12
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

有
料
化
前
の
３
月
時
点
の
ウ

ェ
ブ
に
よ
る
調
査
で
は
「
最

　

環
境
省
は
２
０
２
０
年
12

月
、
そ
れ
ま
で
展
開
し
て
い

た
「
み
ん
な
で
減
ら
そ
う

レ
ジ
袋
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
目
標
を
達
成
で

き
た
と
発
表
し
た
。
サ
ポ
ー

月
、
同
じ
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
目
標
を
上
回
り
辞
退

率
は
７
割
超
（
71
・
９
％
）

に
な
っ
て
い
た
。
10
代
か
ら

60
代
以
上
ま
で
の
す
べ
て
の

年
代
で
辞
退
率
は
倍
以
上
に

伸
び
た
。
最
も
高
い
の
は
60

代
以
上
で
11
月
調
査
で
は
84

％
だ
っ
た
。
環
境
省
は
レ
ジ

袋
を
使
わ
ず
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
一
層
の
浸
透
に
向
け
、
今

後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
て

も
ら
い
た
い
考
え
だ
。　

環
境
省
「
み
ん
な
で
減
ら
そ
う
レ
ジ
袋
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

CO2、メタン、N2O 大気中増加続く
世界気象機関 2019年分を解析

キャンペーン前後のレジ袋辞退率

産
業
」
で
具
体
的
目
標
や
実

行
へ
の
工
程
を
提
示
し
た
。

　

再
エ
ネ
主
力
電
源
化
の
切

り
札
と
し
た
洋
上
風
力
は
、

事
業
規
模
が
数
千
億
円
、
部

品
数
が
数
万
点
と
な
り
関
連

産
業
へ
の
波
及
効
果
が
大
き

い
。
導
入
目
標
を
２
０
３
０

年
に
１
０
０
０
万
㌔
㍗
、
２

０
４
０
年
で
３
０
０
０
万
〜

４
５
０
０
万
㌔
㍗
と
し
た
。

そ
の
ほ
か
水
素
の
２
０
５
０

年
に
２
０
０
０
万
㌧
導
入
な

ど
、
各
分
野
で
野
心
的
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
成
長
戦
略
に
よ
っ
て

２
０
３
０
年
に
90
兆
円
、
２

０
５
０
年
に
１
９
０
兆
円
程

度
の
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ

る
と
の
試
算
も
示
し
た
。

50
％
増
の
電
力
需
要
を
見
込

む
。
熱
需
要
に
は
水
素
化
や

Ｃ
Ｏ
２

回
収
で
対
応
し
て
い

表
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
改

訂
を
進
め
て
い
く
。

　

そ
の
他
の
部
門
は
脱
炭
素

化
し
た
電
気
の
利
用
（
電

化
）
を
進
め
現
状
か
ら
30
〜

約
50
〜
60
％
、
水
素
・
ア

ン
モ
ニ
ア
発
電
が
10
％
程

度
、
原
子
力
・
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
回
収
前
提
の
火

力
発
電
が
30
〜
40
％
程
度
と

い
う
電
源
構
成
の
参
考
値
を

　

戦
略
の
前
提
と
し
て
ま
ず

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
通
し

を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
電

力
部
門
の
脱
炭
素
化
が
必
須

で
あ
る
と
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
が

く
。
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
考
慮
し
導
い
た
「
成

長
が
期
待
さ
れ
る
14
分
野
の

脱
炭
素
で
経
済
と
環
境
の
好
循
環
へ

政
府
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
を
策
定

　

政
府
は
２
０
２
０
年
12
月
、
す
で
に
宣
言
し
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
、「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
」
を
ま
と
め
た
。
温
暖
化
へ
の
対
応
を
成
長
の
機
会
と
捉
え
、「
経
済
と

環
境
の
好
循
環
」を
導
く
産
業
政
策
と
し
て
分
野
ご
と
の
目
標
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

グリーン成長戦略が示した14の重要分野

配
電
事
業
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
が

生
み
出
す
新
ビ
ジ
ネ
スへの
期
待

非
化
石
証
書

石
油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃

料
を
使
わ
ず
に
発
電
し
た
再

エ
ネ
や
原
子
力
由
来
の
電
気

が
持
つ
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が
な

い
」
と
い
う
環
境
価
値
を
、
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■
日
本
テ
ク
ノ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

７

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
省
エ
ネ
を
提
供

ハ 　 ヘ イ ワ
ツ ケ イ ト 　
モ チ 　 キ ダ
ウ 　 ア リ ス
デ ン キ 　 ト

日本テクノ

市
場
価
格
に
応
じ
た

使
い
方
を
提
案

出所：環境省発表資料
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全体 女性 30代 40代20代10代男性 60代～50代

2020年 3月調査
2020年 11月調査

14分野 目標設定など
１ 洋上風力 2040年に3000万～4500万 kW導入
２ 燃料アンモニア 2030年に向け20％混焼を実証
３ 水素 2050年に2000万㌧程度を導入
４ 原子力 小型炉など次世代革新炉の開発を推進
５ 自動車・蓄電池 2030年代半ば乗用車新車販売電動率100％
６ 半導体・情報通信 デジタル化によるエネルギー需要の効率化
７ 船舶 燃料を水素やアンモニアなどへ転換
８ 物流・人流・土木インフラ 港湾の効率化、建設施工の脱炭素化
９ 食料・農林水産 農地や海洋などへの炭素貯蔵の実現
10 航空機 2035年以降に水素航空機を本格投入
11 カーボンリサイクル 藻類の培養でつくる燃料価格の低減
12 住宅・建築物 /次世代型太陽光 ゼロエネルギー住宅、高効率太陽光の展開
13 資源循環関連 ３Ｒ推進、焼却施設排ガス活用、廃棄物発電
14 ライフスタイル関連 排出権クレジット化、各種シェアリングの展開

24
時
間
を
30
分
単
位
（
合
計

48
個
）
に
分
け
入
札
さ
れ
た

結
果
で
決
定
す
る
。
天
候
に

も
よ
る
が
時
間
帯
ご
と
に
値

動
き
が
あ
り
、
正
午
近
く
は

サ
イ
ト
で
は
お
客
様
が
電
気
代

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
仕
組

み
を
説
明
。

各
種
料
金
プ
ラ
ン
を
用
意

市
場
連
動
型
、固
定
料
金
型
な
ど

http://www.n-techno.co.jp
http://www.n-techno.co.jp
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
https://econews.jp/article/column/frontline/
https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_cd.html
https://econews.jp/glossary/
https://econews.jp/crossword/
https://www.nichidenkyo.jp/
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ThinkingThinkingThinking
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実
質
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
自
治
体
、人
口
１
億
人
超
え

表
明
数
２
８
９
、総
人
口
比
約
８
割

屋
上
と
壁
面
の
緑
、広
が
る

　

建
築
物
の
屋
上
お
よ
び
壁
面
に

植
物
を
配
す
る
緑
化
の
全
国
施
工

実
績
を
20
年
前
か
ら
調
査
集
計
し

て
い
る
国
土
交
通
省
は
２
０
２
０

年
12
月
、
２
０
１
９
年
分
の
結
果

を
ま
と
め
公
表
し
た
。
同
年
中
に

屋
上
緑
化
さ
れ
た
施
工
面
積
は
約

19
・
７
㌶
（
前
年
比
約
３
・
２
㌶

増
）、壁
面
緑
化
は
約
７
・
５
㌶（
同

約
２
・
５
㌶
増
）
だ
っ
た
。
２
０

０
０
〜
２
０
１
９
年
の
20
年
間

で
、
屋
上
は
約
５
３
７
㌶
、
壁
面

は
約
１
０
３
㌶
の
緑
化
が
進
ん
で

い
る
。

　

国
交
省
は
、
屋
上
・
壁
面
緑
化

が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
（
１

面
用
語
解
説

）
の
緩
和
や
低

炭
素
化
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な

く
、
感
染
症
予
防
の
「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
提
供
し
て
く
れ
る
場
に
な
る
と

普
及
拡
大
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

循
環
型
社
会
の
目
標
達
成
厳
し
く

　

物
質
循
環
の
促
進
や
天
然
資
源

消
費
の
抑
制
と
い
っ
た
循
環
型
社

会
づ
く
り
を
法
律
に
基
づ
い
て
推

進
し
て
い
る
環
境
省
は
２
０
２
０

年
12
月
、
基
本
計
画
の
進
捗
に
関

す
る
第
１
回
の
点
検
結
果
を
公
表

し
た
。

　

少
な
い
資
源
で
大
き
な
豊
か
さ

を
生
み
出
す
指
標
で
あ
る
資
源
生

産
性
は
、
２
０
２
５
年
度
に
１
㌧

当
た
り
約
49
万
円
に
す
る
目
標
だ

が
２
０
１
７
年
度
は
前
年
か
ら
減

少
し
同
約
39
・
３
万
円
だ
っ
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
循
環
利
用
率

は
、
生
産
な
ど
の
入
り
口
側
で
同

年
度
目
標
約
18
％
に
対
し
14
・
９

％
、
廃
棄
な
ど
の
出
口
側
は
同
目

標
約
47
％
に
対
し
43
・
３
％
と
、

い
ず
れ
も
２
０
１
４
年
度
以
降
減

少
が
続
き
達
成
は
厳
し
い
状
況

だ
。
た
だ
、
埋
め
立
て
処
理
の
最

終
処
分
量
は
順
調
に
減
る
傾
向
で

２
０
１
７
年
度
は
同
目
標
の
約
１

３
０
０
万
㌧
に
近
い
約
１
３
６
０

万
㌧
だ
っ
た
。
今
後
は
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
対
策
を
進
め
て
い
く
。

日
本
海
溝
な
ど
海
底
に
自
然
保
護
区

　

環
境
省
は
２
０
２
０
年
12
月
、

沖
合
の
海
底
に
あ
る
４
つ
の
海
域

を
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
し

た
。
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
改

正
で
、
２
０
２
０
年
４
月
に
沖
合

海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
制
度
が

創
設
さ
れ
て
か
ら
初
の
指
定
。

　

４
海
域
は
、
日
本
の
排
他
的
経

済
水
域
内
で
最
も
深
い
海
溝
や
海

山
が
多
く
あ
る
①
日
本
海
溝
の
最

南
部
お
よ
び
伊
豆
・
小
笠
原
海
溝

周
辺
②
中
マ
リ
ア
ナ
海
嶺
と
西
マ

リ
ア
ナ
海
嶺
を
含
む
海
域
③
西
七

島
海
嶺
を
含
む
海
域
④
マ
リ
ア
ナ

海
溝
北
部
の
海
域
。
こ
れ
で
日
本

の
海
洋
保
護
区
の
割
合
は
13
・
３

％
に
な
り
、
愛
知
目
標
の
10
％
が

達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
実
質
ゼ
ロ
と
は
人
為
的
な

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
と
森
林
な

は
約
１
億
１
３
８
万
人
（
都

道
府
県
と
市
区
町
村
の
重
複

は
除
外
し
て
計
算
）
に
な
っ

た
。
日
本
の
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
79
・
８
％
に
な
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
４
５
０
兆
円
規

模
に
達
す
る
。

　

環
境
省
で
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
「
２
０
５
０
年

に
Ｃ
Ｏ
２

を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
目
指
す
旨
を
首
長

自
ら
が
又
は
地
方
自
治
体
と

し
て
公
表
さ
れ
た
地
方
自

治
体
」
と
定
義
し
て
い
る

は
２
８
９
（
33
都
道
府
県
、

１
７
４
市
、
３
特
別
区
、
61

町
、
18
村
）、
合
計
の
人
口

　

２
０
２
１
年
２
月
26
日
発

表
時
点
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
表
明
し
た
自
治
体
数

　

脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す
政
府
の
方
針
に
基
づ
き
各
種
政
策
を
進
め
る
環
境
省
は
２

０
２
１
年
２
月
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
の
２
０
５
０
年
実
質
ゼ
ロ
を
表
明
す

る
自
治
体
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
合
計
人
口
が
１
億
人
を
超
え
た
と
発
表
し
た
。

ど
の
吸
収
に
よ
る
除
去
量
を

均
衡
さ
せ
る
こ
と
）。
表
明

方
法
の
例
と
し
て
、
定
例
記

者
会
見
、
イ
ベ
ン
ト
、
議
会

の
場
な
ど
で
首
長
が
宣
言
す

る
こ
と
や
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
全

国
の
自
治
体
に
参
画
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

自
治
体
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
表
明
は
、
２
０
０

９
年
３
月
の
山
梨
県
を
皮
切

り
に
２
０
１
９
年
５
月
に
は

京
都
市
、
東
京
都
、
同
年
６

月
に
横
浜
市
が
続
き
、
そ
の

後
、
と
き
を
追
う
ご
と
に
数

を
増
や
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
環
境
大
臣
は
、
自
治

体
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が

主
体
と
な
る「
ノ
ン
・
ス
テ
ー

ト
・
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
自
主

的
な
取
り
組
み
」
が
、
地
球

温
暖
化
問
題
を
扱
う
国
際
的

な
議
論
の
場
で
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
一
層
の
広
が
り
を
期

待
し
た
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
て
い
た
。

eco topicseco topics
文
科
省
／
気
象
庁　

温
暖
化
の
エ
ビ
デ
ン
ス
情
報
「
日
本
の
気
候
変
動
２
０
２
０
」公
表

　

文
部
科
学
省
と
気
象
庁
は
２
０
２
０
年
12
月
、
主

に
国
内
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
の
現
在
の
状
況
と
将

来
予
測
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
日
本
の
気
候
変
動
２

０
２
０
│
大
気
と
陸
・
海
洋
に
関
す
る
観
測
・
予
測

評
価
報
告
書
│
」
を
公
表
し
た
。
国
、
自
治
体
、
企

業
、
国
民
が
気
候
変
動
対
策
や
温
暖
化
の
影
響
評
価

な
ど
を
行
う
と
き
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
基
盤
情
報

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

将
来
予
測
に
つ
い
て
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
示
し
た
２
つ
の
シ

ナ
リ
オ
に
対
応
さ
せ
情
報
を
比
較
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
が
進
ん
だ
Ｒ
Ｃ
Ｐ

２
・
６
を
「
２
℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ
（
パ
リ
協
定
２
℃

目
標
を
達
成
し
た
場
合
）」、
最
も
温
暖
化
が
進
む
Ｒ

Ｃ
Ｐ
８
・
５
を
「
４
℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ
（
現
状
の
ま

ま
追
加
策
を
と
ら
な
い
場
合
）」
と
し
て
、
気
温
や

海
面
水
温
、
降
水
量
な
ど
の
21
世
紀
末
の
日
本
に
お

け
る
予
測
値
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
年
間
の

猛
暑
日
は
、
前
者
な
ら
約
２
・
８
日
増
え
、
後
者
は

約
19
・
１
日
増
加
と
７
倍
近
く
多
く
な
る
と
示
し
た
。

■
農
作
物
の
産
地
北
上
と
品
質
低
下

　

温
暖
化
に
よ
る
日
本
の
環
境
変
化
予

測
に
は
、
①
農
作
物
の
品
質
低
下
②
台

風
・
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
洪
水
被
害

の
増
加
③
熱
中
症
・
感
染
症
の
拡
大
④

生
態
系
の
変
化
│
│
な
ど
が
あ
る
。

　

農
作
物
で
は
生
産
地
域
の
北
上
が
懸

念
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
店
先
で
よ
く
見

か
け
る
「
温
州
み
か
ん
」
の
今
の
主
産

地
は
静
岡
、
和
歌
山
、
南
九
州
の
沿
岸

部
な
ど
だ
が
、
２
０
３
０
年
代
に
新
潟

平
野
、
２
０
４
０
年
代
に
関
東
平
野
、

２
０
６
０
年
代
に
南
東
北
ま
で
拡
大
が

予
測
さ
れ
て
い
る
。
気
温
上
昇
に
よ
る

着
色
遅
延
や
糖
度
低
下
な
ど
は
す
で
に

出
て
お
り
、
最
も
気
温
が
上
昇
す
る
シ

ナ
リ
オ
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
」
に
基
づ
く

予
測
で
は
、
現
在
の
主
産
地
で
の
栽
培

量
は
大
き
く
減
少
す
る
。

　

日
本
の
主
食
で
あ
る
米
も
同
様
で
、

現
在
す
で
に
、
開
花
か
ら
収
穫
ま
で
の

日
平
均
気
温
が
27
℃
を
上
回
る
と
多
発

す
る
白
未
熟
粒
（
米
の
一
部
が
白
濁
化

す
る
現
象
）
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
に
基
づ
く
収
穫
量

の
予
測
で
は
、
北
海
道
で
13
％
増
加
す

る
も
の
の
、
東
北
以
南
の
産
地
で
は
８

〜
15
％
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

■
豪
雨
、
熱
中
症
、
海
面
上
昇

　

台
風
・
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害

も
深
刻
だ
。
１
時
間
に
80
㍉
㍍
以
上
の

「
猛
烈
な
雨
」
の
最
近
10
年
の
平
均
年

間
発
生
回
数
は
、
統
計
を
取
り
始
め
た

当
初
（
１
９
７
６
〜
１
９
８
５
年
）
よ

り
約
１
・
９
倍
に
増
加
し
た
。
ま
た
昨

年
の
年
間
土
砂
災
害
発
生
件
数
は
１
３

１
６
件
、
過
去
平
均
の
約
１
・
２
倍
だ
。

Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
に
基
づ
く
予
測
で
は
、

最
大
日
降
水
量
は
現
状
の
約
１
・
３
倍
、

洪
水
発
生
頻
度
は
約
４
倍
に
な
る
。

　

夏
場
の
高
温
に
よ
る
熱
中
症
患
者
の

増
加
は
今
後
も
続
き
、
最
も
温
暖
化
を

抑
え
た
Ｒ
Ｃ
Ｐ
２
・
６
で
も
、
熱
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
死
亡
者
数
は
２
倍
以
上
に

な
る
予
測
だ
。
日
本
沿
岸
の
海
面
水
位

に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
に
基
づ
く

予
測
で
46
〜
97
㌢
㍍
上
昇
す
る
と
さ
れ

る
。
80
㌢
㍍
上
昇
し
た
場
合
、
東
京

湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
の
３
大
湾
の
海

抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
拡
大
し
現
在

の
１
・
６
倍
を
超
え
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
気
候
変
動
の
影
響

は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
す
で
に

顕
在
化
し
て
い
る
問
題
も
含
め
、
一
人

ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
の
見
直
し
が
必

須
に
な
る
。

　

前
回
は
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
る
、
地

球
環
境
の
変
化
予
測
に
つ
い
て
、
海
洋
の
状
況
を
中
心
に
説
明
し
た
。
今
回
は
日
本

に
お
け
る
気
候
変
動
の
影
響
を
、
顕
在
化
す
る
問
題
も
含
め
取
り
上
げ
る
。

《３》 日本での影響

IPCCIPCCIPCC
シナリオシナリオシナリオ
IPCC
シナリオ
IPCCIPCCIPCC
シナリオ
IPCC
シナリオ
IPCC
シナリオ
IPCCIPCCIPCC
シナリオ
IPCC

日
本
で
予
想
さ
れ
る
温
暖
化
の

影
響
と
顕
在
化
す
る
問
題

解　説

サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ
電
力

の
小
売
り
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
経
験
を
振
り
返
り
、
進
め
て

き
た
事
業
が
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
に
確
実
に
つ
な
が

り
、
そ
の
方
向
性
は
正
し
く
、

今
で
き
る
こ
と
、
進
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
と
確

信
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
般
家

庭
向
け
に
も
同
様
の
事
業
を
広

げ
た
次
第
だ
。

　
　
　

　
　
　
　

　

一
般
家
庭
向
け
電
力
販
売
で

は
単
に
売
る
だ
け
で
は
な
く
、

ウ
ェ
ブ
な
ど
を
通
じ
て
電
気
の

使
い
方
を
提
案
す
る
。
そ
れ
が

今
で
き
る
対
策
だ
。
電
気
の
無

駄
づ
か
い
を
な
く
そ
う
と
い
う

省
エ
ネ
の
呼
び
掛
け
は
も
ち
ろ

ん
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再

エ
ネ
）
の
導
入
拡
大
に
つ
な
が

り
、
ユ
ー
ザ
ー
に
も
コ
ス
ト
面

で
の
メ
リ
ッ
ト
が
享
受
で
き
る

使
い
方
を
伝
え
て
い
く
。

　

こ
こ
で
１
面
記
事
で
も
概
略

に
触
れ
た
、
ど
ん
な
電
気
の
使

用
方
法
が
再
エ
ネ
の
導
入

拡
大
に
結
び
つ
く
の
か
を

も
う
一
度
見
て
お
く
。「
上

げ
下
げ
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
」
と
呼
ぶ
手
法
で
あ

る
。
簡
単
に
い
え
ば
「
市

場
の
料
金
単
価
が
安
い
と

き
に
多
く
使
い
、
高
け
れ

ば
使
用
を
控
え
る
」こ
と
。

市
場
価
格
に
連
動
す
る
料

金
プ
ラ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
な

ら
、
こ
れ
を
実
行
す
れ
ば

支
払
う
電
気
料
金
は
節
約

で
き
る
。
同
時
に
「
安
い

と
き
に
使
う
」
の
は
、
再

エ
ネ
導
入
拡
大
に
役
立

つ
。
天
候
に
左
右
さ
れ
る

再
エ
ネ
は
良
好
な
条
件
が

揃
っ
た
と
き
に
は
、
発
電

量
が
一
気
に
増
え
る
。
そ
う
す

る
と
電
力
供
給
が
過
多
に
な
り

市
場
価
格
は
下
落
す
る
。
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
使
う
量
を
増
や

せ
ば
、
再
エ
ネ
を
有
効
利
用
で

き
、
さ
ら
な
る
導
入
拡
大
も
進

め
ら
れ
る
。

　

将
来
的
に
は
蓄
電
池
な
ど
の

技
術
革
新
が
進
み
、
過
剰
に
な

っ
た
発
電
量
を
大
量
に
た
め
て

お
き
必
要
に
応
じ
て
放
出
す
る

よ
う
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
自
動

調
整
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
現
在
は
ま
だ
そ
こ

ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
だ

か
ら
「
今
で
き
る
対
策
」

と
し
て
、
こ
う
し
た
電
気

の
使
い
方
を
提
唱
し
た
。

た
と
え
自
動
調
整
が
完
備

さ
れ
た
未
来
で
も
、
人
が

意
識
し
能
動
的
に
使
い
方

を
変
え
る
取
り
組
み
は
無

駄
で
は
な
く
継
続
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
　

　
　
　
　

　

ウ
ェ
ブ
で
提
案
す
る

「
安
い
と
き
に
使
う
」
方

法
に
は
、
明
日
の
市
場
単

価
を
グ
ラ
フ
で
確
認
し
安

価
な
時
間
帯
に
掃
除
機
を

か
け
た
り
洗
濯
乾
燥
機
を

使
う
と
い
っ
た
具
体
的
活

動
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

市
場
単
価
は
当
社
が
運
営
す

る
サ
イ
ト
「
環か

ん

境き
ょ
う

市い
ち

場ば

」
で

簡
単
に
確
認
で
き
る
。
毎
日
正

午
前
後
に
翌
日
の
値
動
き
を
グ

ラ
フ
で
表
示
し
て
い
る
。
高
圧

受
電
の
お
客
様
に
は
そ
の
情
報

を
も
と
に
翌
日
の
工
程
管
理
を

　

今
号
１
面
に
も
掲
載
し
た
よ

う
に
日
本
テ
ク
ノ
は
、
こ
の
４

月
か
ら
一
般
家
庭
向
け
の
電
力

販
売
を
開
始
す
る
。
主
と
し
て

法
人
向
け
に
展
開
し
て
き
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
一
般
消
費
者
の
市
場

に
拡
大
す
る
。
そ
こ
に
は
電
力

供
給
に
携
わ
る
企
業
と
し
て
地

球
規
模
の
課
題
で
あ
る
温
暖
化

対
策
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
工
場
や
ビ
ル
な
ど

高
圧
受
電
の
お
客
様
に
、
電
気

設
備
の
保
安
管
理
や
省
エ
ネ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た

見
直
し
、
よ
り
安
価
な
と
き
に

電
力
使
用
を
増
や
す
な
ど
の
方

法
も
勧
め
て
き
た
。
年
間
の
変

動
で
は
夏
季
の
夕
方
は
需
要
が

増
え
市
場
価
格
が
高
騰
す
る
傾

向
に
あ
る
の
で
、
対
策
と
し
て

該
当
す
る
一
定
期
間
、
就
業
時

間
の
２
時
間
前
倒
し
を
提
案
し

た
こ
と
も
あ
る
。

　

電
気
の
使
用
状
況
を
確
認
で

き
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
に
は
、
市
場
単
価
の
表
示
機

能
を
追
加
し
た
。
そ
の
と
き
使

っ
て
い
る
電
力
量
と
併
せ
て
表

示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
場
に
応

じ
た
「
安
い
と
き
に
使
い
、
高

い
と
き
は
控
え
る
」
と
い
う
調

整
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
提
案
を
活
用
し
た

お
客
様
の
成
果
は
電
気
料
金
の

低
減
と
な
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
。
そ
れ
は
温
暖
化
対
策

の
貢
献
実
績
と
も
見
な
せ
る
。

一
般
家
庭
向
け
の
電
力
販
売

は
、
そ
の
貢
献
を
さ
ら
に
大
き

く
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

これまで積み上げてきた
温暖化対策への貢献実績を
さらに広げていくために

世
界
の
科
学
者
や
政
府
関
係
者
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
携
わ
り
、
こ
れ

ま
で
公
表
さ
れ
て
い
る
論
文
な
ど

を
分
析
し
て
最
新
の
情
報
と
し
て

ま
と
め
る
。
新
た
な
独
自
研
究
は

せ
ず
、
政
治
交
渉
も
し
な
い
。
ま

た
日
本
の
研
究
者
も
多
数
参
加
し

て
お
り
、
共
同
議
長
な
ど
重
要
ポ

ス
ト
に
も
就
い
て
い
る
。

　

組
織
は
、
３
分
野
の
報
告
書
作

成
の
た
め
設
置
さ
れ
た
第
１
か
ら

第
３
ま
で
の
各
作
業
部
会
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
が
自
国
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
と
吸
収
量
を
算
定
し

て
目
録
（
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
）
を

つ
く
る
た
め
の
方
法
な
ど
を
決
め

る
「
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
・
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
は
、
情
報
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
回
を
追
う
ご

と
に
内
容
の
緻
密
さ
が
増
し
、
第

５
次
報
告
書
で
は
、
温
暖
化
の
原

因
が
95
％
以
上
、
人
間
の
活
動
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
明
示
し
た
。

２
０
０
７
年
、
こ
う
し
た
一
連
の

活
動
が
認
め
ら
れ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は

元
ア
メ
リ
カ
副
大
統
領
の
ゴ
ア
氏

と
と
も
に
「
人
為
的
気
候
変
動
に

つ
い
て
の
知
識
を
広
め
、
そ
の
対

策
に
尽
力
」
し
た
な
ど
の
理
由
に

よ
っ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

す
作
用
や
対
応
策
な
ど
の「
影
響
、

適
応
、
脆
弱
性
」、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
策
な
ど
の
「
気
候
変

動
の
緩
和
」の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
「
統
合
報
告

書
」
も
公
表
さ
れ
る
。
加
え
て
国

連
な
ど
の
要
請
に
応
じ
て
特
定
分

野
の
特
別
報
告
書
も
作
成
す
る
。

報
告
書
は
京
都
議
定
書
、
第
５
次

報
告
書
は
パ
リ
協
定
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
決
め
の
際
の
客
観
的
な

裏
づ
け
と
な
っ
た
。
現
在
は
２
０

２
２
年
４
月
公
表
予
定
の
第
６
次

報
告
書
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

　

報
告
書
は
、
温
暖
化
の
「
自
然

科
学
的
根
拠
」、
そ
れ
が
も
た
ら

　
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
」。
英
語
表
記
は
「Inter-

governmental Panel on Climate 
Change

」
で
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
」
と

略
称
さ
れ
る
。
１
９
８
８
年
に
世

界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
と
国
連

環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
国
連
組
織
。
２
０

２
０
年
12
月
時
点
で
１
９
５
カ
国

が
加
盟
。
事
務
局
は
ス
イ
ス
の
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
。
地
球
温
暖
化

が
原
因
と
見
ら
れ
る
洪
水
や
干
ば

つ
な
ど
の
気
候
変
動
の
影
響
が
深

刻
化
し
た
た
め
、
関
連
情
報
を
集

約
し
、
そ
の
評
価
を
国
際
社
会
に

提
供
す
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
５
つ
の
評
価
報
告

書
を
公
表
し
た
。
１
９
９
０
年
の

第
１
次
報
告
書
は
温
暖
化
対
策
の

国
際
的
な
基
軸
で
あ
る
国
連
気
候

変
動
枠
組
み
条
約
の
創
設
に
お
い

て
重
要
な
根
拠
と
な
り
、
第
２
次

　地球温暖化対策の国際的ル
ール「パリ協定」も、それ以
前の枠組み「京都議定書」も、
世界各国の承認を経て決めら
れた。承認にはその前提に、
温室効果ガスの増加が気候変
動をもたらすなど科学的根拠
が提示されなければならず、
それらを分析し示す信頼のお
ける機関も必要だ。今回はそ
の任を負う組織を見ていく。

ポイント解説シリーズ

環境関連の

機関・組織

Intergovernm
ental Panel on C

lim
ate C

hange

第4回

表明自治体数と人口の推移気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

地球温暖化の影響を科学的に評価し
リスクの緩和や適応策を示す国連組織

IPCCの組織と評価報告書の変遷

※環境省公表資料をもとに作成。

公表年 報告書 人為起源の影響に関する評価（第６次は公表予定）

1990 第1次
評価報告書

「気温上昇を生じさせるだろう」人為起源の温室効
果ガスは気候変化を生じさせる恐れがある。

1995 第2次
評価報告書

「影響が全地球の気候に表れている」識別できる人
為的な影響が地球全体の気候に表れている。

2001 第3次
評価報告書

「可能性が高い」（66%以上）温室効果ガスの増加
が過去50年の温暖化をもたらした可能性が高い。

2007 第4次
評価報告書

「可能性が非常に高い」（90%以上）20世紀半ば
以降の温暖化のほとんどは人為起源の温室効果ガス
増加による可能性が非常に高い。

2013
｜

2014
第5次
評価報告書

「可能性が極めて高い」（95%以上）20世紀半ば
以降の温暖化の主な要因は、人間活動の影響であ
る可能性が極めて高い。

2022
（予定）

第6次
評価報告書

各作業部会の報告書公表予定は、《第１》２０２１年
４月、《第２》２０２１年１０月、《第３》２０２１年９月。

◉評価報告書

UNEP
（国連環境計画）

WMO
（世界気象機関）

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
事
務
局

インベントリー・
タスクフォース
（TFI）

各国の計上
する温室効果
ガス排出量な
どの目録（イ
ンベントリー）
について、そ
の作成基準の
検討を行う。

第１作業部会
（WG1）
自然科学的根拠
気候システム
および気候変
化について科
学的な評価を
行う。

第２作業部会
（WG2）

影響、適応、脆弱性
生態系や社会
経済などの各
分野における
影響と適応策
についての評
価を行う。

第３作業部会
（WG3）
気候変動の緩和
気候変化に対
してどのよう
な緩和のため
の対策をとる
のか、その評
価を行う。

IPCC総会

　

環
境
省
と
国
立
環
境
研
究
所

は
２
０
２
０
年
12
月
、
２
０

１
９
年
度
の
国
内
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
速
報
値
を
公
表

し
た
。
総
排
出
量
は
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
換
算
（
以
下

同
）
で
12
億
１
３
０
０
万
㌧
だ

っ
た
。
製
造
業
の
生
産
量
が
減

っ
た
こ
と
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
導
入
拡
大

に
よ
り
発
電
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

の

排
出
量
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
前
年
度
比
で
２
・
７
％

（
３
４
０
０
万
㌧
）
減
、
２
０

１
４
年
度
か
ら
６
年
連
続
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
当
た
り
の
排
出
量
で
も
２
０

１
３
年
度
以
降
７
年
連
続
の
減

少
。
ま
た
前
年
度
に
続
き
１
９

９
０
年
度
の
算
定
開
始
以
来
の

最
小
値
も
更
新
し
て
い
る
。
た

国
連
に
提
出
し
た
削
減
目
標
は

２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３
年

度
比
で
26
・
０
％
減
、
２
０
０

５
年
度
比
で
25
・
４
％
減
。
各

基
準
年
度
に
対
す
る
２
０
１
９

年
度
実
績
は
、
２
０
１
３
年
度

比
が
14
・
０
％
（
１
億
９
７
０

０
万
㌧
）
減
、
２
０
０
５
年
度

比
が
12
・
２
％
（
１
億
６
９
０

０
万
㌧
）
減
だ
っ
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
（
電
気
・
熱
配
分
後
）
の

主
な
内
訳
は
、
工
場
な
ど
「
産

業
部
門
」
が
３
億
８
６
０
０
万

㌧
で
前
年
度
比
３
・
０
％
（
１

２
１
０
万
㌧
）
減
、
自
動
車
な

ど
「
運
輸
部
門
」
が
２
億
７
０

０
万
㌧
で
同
１
・
８
％
（
３

９
０
万
㌧
）

減
、
商
業
や

オ
フ
ィ
ス
な

ど
「
業
務
そ
の
他
部
門
」
が
１

億
９
２
０
０
万
㌧
で
同
４
・
７

％
（
９
５
０
万
㌧
）
減
、「
家

庭
部
門
」
が
１
億
５
９
０
０
万

㌧
で
同
４
・
３
％
（
７
１
０
万

㌧
）
減
だ
っ
た
。

だ
し
温
室
効
果
ガ
ス
の
う
ち
、

ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

類
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
）
は
、
オ
ゾ
ン

層
破
壊
物
質
か
ら
の
代
替
に
伴

っ
て
増
加
傾
向
が
続
い
た
。

　

２
０
２
０
年
３
月
に
日
本
が

６
年
連
続
減
少
前
年
度
に
続
き
最
小
更
新

温室効果ガス排出量2019年度
速報値

※環境省公表資料をもとに作成。
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https://econews.jp/article/column/thinking/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
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https://www.n-techno.co.jp/
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ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）
を
重

視
し
、森
林
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

「
木
を
使
う
も
の
は
木
を
植
え
る

義
務
が
あ
る
」の
思
想
を
実
践
し
、

国
内
（
約
19
万
㌶
・
大
阪
府
の
面

積
に
相
当
）だ
け
で
な
く
海
外（
約

38
万
㌶
）
に
も
植
林
事
業
地
を
広

げ
保
有
・
管
理
し
て
い
る
。
２
０

１
９
年
度
末
時
点
に
お
け
る
累
計

の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
固
定

量
（
樹
木
な
ど
が
光
合
成
に
よ
り

吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量
）
は
、
１

億
３
５
０
０
万
㌧
に
も
及
び
、
日

本
人
約
１
５
０
０
万
人
分
の
年
間

排
出
量
に
相
当
す
る
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
は
、
所
有
す

る
社
有
林
な
ど
を
活
用
し
て
小
学

校
高
学
年
の
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
体
験
型
自
然
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
王
子
の
森
・
自
然
学
校
」も
開
催
。

森
林
の
役
割
や
管
理
の
重
要
性
な

ど
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
る
。

　

木
材
と
並
ん
で
、
製
紙
原
料
に

古
紙
は
欠
か
せ
な
い
た
め
「
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
」
に
も
注
力
し
て
い

る
。
２
０
１
９
年
度
の
古
紙
利
用

率
は
業
界
平
均
の
64
・
４
％
を
上

回
り
、
65
・
６
％
に
達
し
た
。
２

　

王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

１
８
７
３
年
に
近
代
日
本
経
済

の
祖
・
渋
沢
栄
一
氏
が
創
業
し

た
「
抄
紙
会
社
」
を
ル
ー
ツ
と

す
る
日
本
最
大
手
の
製
紙
会
社
。

東
京
・
銀
座
に
本
社
を
置
き
、
グ

ル
ー
プ
従
業
員
は
３
万
６
０
０
０

人（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
現
在
）

を
超
え
る
。

　

渋
沢
氏
は
明
治
時
代
に
著
書

『
論
語
と
算
盤
』で「
道
徳（
倫
理
）

と
経
営
（
利
益
）
の
統
一
」
を
主

張
す
る
な
ど
社
会
事
業
（
今
で
い

う
「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ

Ｒ
）」）の
重
要
性
を
説
い
て
い
た
。

つ
ま
り
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
起
源
は
設
立
時

か
ら
の
も
の
。
そ
の
環
境
活
動
で

重
視
す
る
の
が
「
森
」「
紙
」「
水
」

の
３
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。

　
　
　
　

　
「
森
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
昭
和

初
期
か
ら
の
取
り
組
み
。
世
間
が

環
境
問
題
に
目
を
向
け
る
は
る
か

以
前
か
ら
森
林
資
源
の
サ
ス
テ
ナ

０
３
０
年
に
は
さ
ら
に
高
い
70
％

以
上
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　
「
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
推
し

進
め
る
の
は
、
紙
の
製
造
に
は
水

が
必
要
不
可
欠
な
た
め
。
工
程
内

で
使
用
し
て
い
る
水
は
、
汚
れ

具
合
に
応
じ
て
無
駄
な
く
再
利
用

す
る
。
水
の
使
用
後
は
浄
化
処
理

を
行
い
、
取
水
量
の
約
95
％
を
河

川
や
海
に
戻
し
て
い
る
。
環
境
負

荷
の
軽
減
に
向
け
、
今
後
も
グ

ル
ー
プ
全
体
で
水
資
源
の
有
効
利

用
と
取
水
量
の
削
減
に
取
り
組
む

計
画
だ
。　

　
　
　

　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
環
境
経

営
推
進
室
長
の
田
中
良
正
さ
ん
は

「
経
営
理
念
の
１
つ
に
〝
環
境
・

社
会
と
の
共
生
〞
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
事
業
と
環
境
は
切
り
離
せ
な

い
も
の
。
私
た
ち
の
コ
ア
事
業
は

紙
の
製
造
で
す
が
、
そ
の
中
で
環

境
や
生
物
多
様
性
保
全
に
役
立
つ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
例
え
ば
現
在
問
題
に
な

っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な

ど
の
解
決
を
図
る
代
替
紙
素
材
。

さ
ら
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
木
質
由
来
の
新
素
材
開

発
を
進
め
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」
と

語
る
。
革
新
技
術
の
開
発
分
野
で

も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
３

つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
支
え
る
意

志
と
同
種
の
も
の
だ
っ
た
。

「森」「紙」「水」のリサイクルで環境保全

Environmental Information

2004年より「王子の森・自然学校」を開催し、子どもたちに体験プログラムを通じて
森林の大切さなどを教えている。これまで約1200人が参加した。

report─ the Eco

　

２
０
２
０
年
版
「
も
の
づ

く
り
白
書
」
で
は
日
本
の
製

造
業
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
約
２
割
を
占
め
る
中

心
的
産
業
で
あ
る
も
の
の
、

取
り
巻
く
環
境
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
か

ら
か
つ
て
な
い
規
模
と
速
度

で
急
変
し
、
不
確
実
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
改
め
て

個
々
の
企
業
の
存
続
条
件
と

し
て
、
競
争
力
の
強
化
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
い
っ
た
要
素
に
注
目
す
る

と
、
製
造
業
の
生
き
残
り
戦

略
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
間
に
相
関

関
係
が
見
え
て
く
る
。

　

競
争
力
強
化
と
し
て
生
産

性
の
向
上
を
考
え
た
場
合
、

「
時
間
当
た
り
の
生
産
数
を

増
や
す
」「
工
程
を
改
良
し

製
品
の
歩
留
ま
り
や
完
成
度

を
高
め
る
」「
原
材
料
の
見

直
し
な
ど
で
原
価
の
低
減
を

図
る
」
と
い
っ
た
工
夫
・
改

善
が
挙
げ
ら
れ
る
。
企
業
に

よ
っ
て
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な

ど
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
競

争
力
強
化
の
試
み
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
の
う
ち
、

ゴ
ー
ル
９
「
産
業
と
技
術
革

新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
の

実
現
を
意
味
す
る
。

　

今
後
は
少
子
高
齢
化
が
進

業
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
ゴ
ー
ル
５
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
」
や
ゴ
ー
ル
８
「
働
き
が

い
も
経
済
成
長
も
」
の
実

現
に
な
る
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
の
配
慮

も
重
要
だ
。
製
造
業
で
は
廃

棄
物
が
発
生
し
た
際
に
、
廃

棄
物
処
理
法
を
は
じ
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
行
動
や
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
な
ど
に
よ
る
適
切
な
管

理
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
社
会
的
要
請
に
従
い
、
関

連
法
規
を
順
守
し
て
企
業
活

動
を
行
う
こ
と
は
ゴ
ー
ル
12

「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
」
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
製
造
品
目
に
よ
っ

て
は
実
現
で
き
る
ゴ
ー
ル
に

む
た
め
、
製
造
業
で
は
技
術

の
伝
承
が
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
な
る
。
そ
の
流
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
性
別
に
関

係
な
く
「
住
宅
手
当
・
寮
制

度
」「
在
宅
勤
務
制
度
」「
育

児
休
暇
・
介
護
休
暇
制
度
」

と
い
っ
た
福
利
厚
生
を
よ
り

充
実
さ
せ
、
多
様
な
人
材
の

定
着
化
・
戦
力
化
を
図
る
企

広
が
り
が
で
き
る
。
例
え
ば

食
品
製
造
業
は
、
食
材
輸
入

時
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ー
ル
１

「
貧
困
を
な
く
そ
う
」と
ゴ
ー

ル
２
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
を

実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

持
続
可
能
性
に
配
慮
し
な

が
ら
も
の
づ
く
り
の
基
盤
強

化
を
図
り
、
成
長
を
志
す
こ

と
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
と
の

親
和
性
が
高
い
。
事
業
活
動

の
目
的
と
そ
の
対
策
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
結
び
つ
き
が
新
た
な

成
長
へ
と
つ
な
が
る
。

　本コーナーでは企業の事業内
容に沿って、どのようなSDGs
の目標達成が図れるかを解説し
ていく。今回は17ある目標（ゴー
ル）のうち「製造業」と親和性の
高いものを紹介する。

SDGs豆知識 ②
　SDGsが掲げる環境問題や社会
問題を経営課題に組み込み事業を
運営することは、企業イメージの向
上、将来的な経営リスクの低減、新た
なパートナーとの事業機会の創出と
いったメリットが見込める。国連は、
SDGsが達成されれば、2030年ま
でに年間12兆ドル（約1245兆円）
の新たな市場機会が生まれると試算
している（労働生産性の向上や環境
負荷低減などを通じた外部経済効果
も考慮）。SDGsの達成は経済的成
長を妨げるものではなく、むしろ推
進するものだといえる。

■  

豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

　

２
０
０
９
年
に
策
定
し
た
山
梨
県
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
お
い
て
、

概
ね
２
０
５
０
年
に
「
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
や

ま
な
し
」
の
実
現
を
目
指
す
と
し
た
山

梨
県
。
以
来
、
対
策
を
進
化
さ
せ
な
が

ら
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
環
境
行
政
の
根
底
に
は
「
風
光
明

媚
で
自
然
豊
か
な
山
梨
の
地
を
後
世
に

引
き
継
ぎ
た
い
」
と
い
う
県
民
に
共
通

し
た
思
い
が
あ
る
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
実
感
さ
れ
る
が
、
山
梨

県
も
例
外
で
は
な
い
。
地
場
産
業
の
ブ

ド
ウ
栽
培
で
は
巨
峰
な
ど
の
品
種
で
、

夏
季
の
高
温
に
起
因
す
る
着
色
不
良
が

増
え
て
お
り
、
県
の
農
政
部
で
は
、
新

品
種
や
着
色
向
上
技
術
の
開
発
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
日
々
の
環
境

変
化
は
県
民
に
危
機
感
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
向
け
た

大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
順
調
に

削
減
し
て
お
り
、
２
０
１
８
年
度
は
、

２
０
１
３
年
度
比
16
・
７
％
の
減
少
で
、

２
０
２
０
年
度
の
目
標
の
18
・
０
％
削

減
が
目
前
で
す
。
成
功
の
要
因
は
県
も

企
業
も
県
民
も
、
温
暖
化
に
強
い
危
機

感
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
た
め
で
す
。
産
業
部
門

で
は
、
環
境
負
荷
の
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

自
社
の
屋
上
な
ど
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
、
自
家
消
費
す
る
事
業
者
も

増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、〝
や
ま
な

し
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
県
民
運
動
〞
の
呼

び
掛
け
と
い
っ
た
活
動
が
功
を
奏
し
、

家
庭
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出

削
減
も
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
」（
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
課
長
補
佐
森
田

智
子
さ
ん
）

　

山
梨
県
は
、
政
府
の
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
受

け
、
今
年
２
月
に
知
事
や
市
町
村
長
、

各
界
の
ト
ッ
プ
で
構
成
す
る
「
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
や
ま
な
し
会
議
」
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
こ
で
は
、
県
内
の
27
市
町
村

す
べ
て
が
２
０
５
０
年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す
と
す
る
宣
言
も
行

っ
た
。
県
内
の
全
自
治
体
が
、
こ
の
宣

言
を
行
っ
た
の
は
全
国
で
山
梨
県
が
初

と
な
っ
た
。

■  

水
素
を
軸
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
推
進

　

今
後
の
温
暖
化
対
策
で
主
軸
に
据

え
る
の
は
水
素
だ
。「
や
ま
な
し
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
実
現
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
１
つ
が
、
県
有

地
・
米
倉
山
の
電
力
貯
蔵
技
術
研
究

サ
イ
ト
で
あ
る
。
県
と
民
間
企
業
が

共
同
で
、
太
陽
光
由
来
の
電
力
を
活

用
し
て
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
の
水
素
を
製
造

し
、
貯
蔵
・
運
搬
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
利
活
用
す
る
「
Ｐ
２
Ｇ
（Power 

to Gas

）
シ
ス
テ
ム
」
を
研
究
し
て
い

る
。「
２
０
２
１
年
度
に
は
、
県
内
の

工
場
や
ス
ー
パ
ー
に
実
際
に
水
素
を
運

搬
し
、
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
社
会
実

証
が
始
ま
り
ま
す
」（
森
田
さ
ん
）。

　

農
業
が
盛
ん
な
山
梨
県
な
ら
で
は
の

温
暖
化
対
策
も
進
む
。
例
え
ば
果
樹
園

で
剪
定
さ
れ
た
枝
。
従
来
は
焼
却
し
て

い
た
が
、
こ
れ
を
炭
化
し
土
に
混
ぜ
込

む
こ
と
で
土
壌
を
改
善
す
る
と
同
時
に

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
地
中
に
固
定
す
る

４
パ
ー
ミ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

に
取
り

組
む
。
農
政
部
の
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
効
果
を
検
証
中
だ
。
今

後
は
Ｃ
Ｏ
２

削
減
農
法
に
よ
る
果
物
な

ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
検
討
し
て
い
る
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
、
山
梨
県
は
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
特
性
と
強
み
を
生
か
し
、
取
り
組

み
を
進
化
さ
せ
て
い
く
考
え
だ
。

水素を軸に新たな未来を拓く 山
梨
県

持続可能な未来は事業の延長線上に

製造業の活動と
親和性が高い

Goals

食
品
製
造
業
な
ら

環境活動を推進する企業の物語

第31話
王子ホールディングス 株式会社

第２回：製造業

中小企業の

SDGsSDGs

（岩波書店 620円＋税）

プラスチック汚染とは何か
枝廣淳子 著

洗
濯
や
自
動
車
走
行
、靴
底
も
発
生
源
に

　

判
型
は
一
般
的
な
コ
ピ
ー
用
紙

を
半
分
に
折
っ
た
大
き
さ
の
Ａ
５

判
。
頁
数
も
多
く
は
な
い
小
冊
子

シ
リ
ー
ズ
の
１
冊
（
88
頁
）。
だ

が
こ
こ
に
著
述
さ
れ
て
い
る
内
容

は
、
小
型
書
籍
に
は
不
釣
り
合
い

な
ほ
ど
濃
密
だ
。

　

環
境
省
の
審
議
会
委
員
も
務
め

た
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
著
者

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を
体

系
的
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
は
ど
ん
な
物
質
で
、
ど

の
よ
う
に
廃
棄
物
が
発
生
し
、
ど

ん
な
影
響
が
あ
る
か
。
対
し
て
世

界
や
日
本
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い

る
か
。
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も
と
に

解
説
を
進
め
、
問
題
の
奥
深
さ
を

伝
え
る
。

　

５
㍉
㍍
以
下
の
微
細
な
も
の
を

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い

い
、
海
洋
に
流
出
し
魚
介
類
が
摂

取
す
る
と
、
そ
れ
を
食
べ
る
人
間

に
も
影
響
が
及
ぶ
と
の
指
摘
も
紹

介
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
海
洋
中
で

Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
有
害
物
質
を
吸
着

し
や
す
い
か
ら
だ
。発
生
源
に
は
、

家
庭
用
洗
濯
機
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

製
な
ど
の
衣
類
を
洗
濯
す
る
た
び

繊
維
が
剝
が
れ
下
水
か
ら
海
へ
）、

タ
イ
ヤ
（
自
動
車
の
走
行
中
に
削

ら
れ
雨
で
道
路
か
ら
流
さ
れ
る
）、

都
市
部
の
ち
り
（
合
成
繊
維
の
靴

底
、
人
工
芝
、
建
物
の
塗
料
の
剝

片
な
ど
）
と
い
っ
た
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
る
。

　
「
お
わ
り
に
」
で
著
者
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
を
契
機
に
真

の
持
続
可
能
な
社
会
と
そ
の
実
現

へ
の
取
り
組
み
に
対
し
「
対
症
療

法
を
超
え
た
議
論
が
深
ま
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
」と
記
す
。

【４パーミルイニ
シアチブ】
土の中の炭素を
毎年4パーミル
（4/1000）増
やして大気中の
CO2増加を相殺
し、温暖化を防止
する取り組み。フ
ランスが提案し、
多数の国や機関
が参画している。

電力貯蔵技術研究サイトがある米倉山全景

ZZeroeroCCarbonarbonCITYCITY
自治体の挑戦自治体の挑戦

https://econews.jp/article/report/ecostory/
https://econews.jp/article/report/corporate_sdgs/
https://econews.jp/article/column/ecobooks/
http://www.nt-e.jp/
http://www.n-techno.co.jp/25th/goods_card.html
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電
気
に
ま
つ
わ
る
各
種
資
格
の
解
説
を
連
載
し
て
い
る
「
テ
ッ
く
ん
の
Ｑ

＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」。
第
４
回
は
、
一
定
規
模
以
下
の
電
気
工
事
に
従
事
で
き
る

「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

資格を取るにはどうすればいいの？

認定電気工事従事者ってどんな資格？

テッくんの《電気の資格》Q&A
〈４〉 認定電気工事従事者

　

認
定
電
気
工
事
従
事
者
と

は
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
す

る
一
定
範
囲
の
自
家
用
電
気
工

作
物
の
電
気
工
事
（
簡
易
電
気

工
事
）
が
行
え
る
資
格
だ
よ
。

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
電
圧

６
０
０
㌾
以
下
で
使
用
す
る
自

家
用
電
気
工
作
物
（
最
大
電
力

５
０
０
㌔
㍗
未
満
の
需
要
設
備

で
、
送
電
線
な
ど
電
線
路
に
か

か
わ
る
も
の
は
除
く
）
の
工
事

が
で
き
る
ん
だ
。

　

電
気
工
事
士
法
で
は
、
最
大

電
力
５
０
０
㌔
㍗
未
満
の
自
家

用
電
気
工
作
物
の
工
事
は
第
一

種
電
気
工
事
士
が
行
う
こ
と
と

定
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。で
も
、

第
一
種
電
気
工
事
士
以
外
の
人

が
自
家
用
電
気
工
作
物
に
携
わ

る
場
面
は
多
く
、
そ
う
し
た
人

が
一
定
の
条
件
の
も
と
に
、
照

明
や
配
線
器
具
の
取
り
付
け
と

い
っ
た
簡
易
な
電
気
工
事
に
従

事
で
き
る
よ
う
国
が
認
定
す
る

制
度
が
認
定
電
気
工
事
従
事
者

の
資
格
な
ん
だ
よ
。

て
い
く
計
画
だ
。
同
社
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
務
課
課
長
代
理
酒
井

剛
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
エ
ナ
ジ
ー
湧

水
発
電
所
は
、
鹿
児
島
県
姶
良

郡
湧
水
町
に
あ
る
発
電
容
量

25
・
８
㍋
㍗
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
。
も
と
は
３
社
の
合
弁

事
業
で
あ
っ
た
が
、
出
資
比
率

の
変
更
が
あ
り
同
社
が
独
自
に

電
気
主
任
技
術
者
を
選
任
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
外

部
選
任
を
考
え
い
ろ
い
ろ
な
団

体
に
あ
た
っ
た
も
の
の
、
技
術

者
不
足
や
発
電
所
が
遠
方
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
断
ら
れ
続
け

て
い
た
。

　
「
手
だ
て
が
な
く
困
っ
て
い

ま
し
た
が
、
他
の
事
業
案
件
で

日
本
テ
ク
ノ
の
名
前
を
聞
き
、

興
味
を
持
ち
ま
し
た
」（
酒
井

さ
ん
）。
日
本
テ
ク
ノ
に
話
を

聞
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
に

50
年
に
わ
た
る
経
験
と
知
識
を

託
し
た
い
│
│「
技
術
の
継
承
」へ

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
！

っ
て
い
た
」
と
振
り
返
る
青
木
さ

ん
。
だ
が
そ
ん
な
と
き
、
日
本
テ

ク
ノ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
Ｍ
＆

Ａ
を
知
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
、
取
引
先
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
希
望
が
見

え
て
き
た
。

あ
き
ら
め
か
け
た
先
の
光
明

あ
き
ら
め
か
け
た
先
の
光
明

　

譲
渡
先
を
探
し
始
め
て
間
も
な

く
、有
力
な
候
補
が
見
つ
か
っ
た
。

し
か
し
、
２
０
２
０
年
に
入
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
譲
渡
に
向
け
て
の
話

　

有
限
会
社
ア
サ
ヒ
金
型
の
代

表
取
締
役
青
木
俊
和
さ
ん
は
、

金
型
製
造
一
筋
50
年
の
職
人
だ
。

18
歳
か
ら
先
代
社
長
の
も
と
で
金

型
加
工
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
先

代
の
廃
業
を
き
っ
か
け
に
２
０
０

２
年
に
独
立
し
た
。

　

卓
越
し
た
腕
前
と
実
直
な
性
格

で
取
引
先
の
信
頼
も
厚
く
、
順
調

に
事
業
を
進
め
て
き
た
が
、
70
歳

と
い
う
年
齢
を
前
に
、
後
継
者
が

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
事
業
の
引

き
際
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
は
、「
廃
業
し
か
な
い
と
思

し
合
い
や
交
渉
が
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
ま
ま
４
月
を
迎
え
て
し
ま

う
。
ア
サ
ヒ
金
型
の
決
算
期
は
11

月
。
青
木
さ
ん
の
中
に
は
、「
こ

れ
で
も
う
あ
き
ら
め
よ
う
か
」
と

い
う
気
持
ち
も
よ
ぎ
っ
た
。

　

し
か
し
８
月
、
譲
渡
先
と
し

て
有
力
と
考
え
て
い
た
株
式
会

社
徳
永
の
代
表
取
締
役
德
永
和

彦
さ
ん
か
ら
譲
受
を
考
え
て
い
る

と
の
連
絡
が
入
っ
た
。
株
式
会
社

徳
永
は
、
特
殊
釘
の
製
作
を
祖
業

と
し
、
広
く
金
物
製
品
を
手
掛
け

て
い
る
。
創
業
97
年
、
和
彦
さ
ん

が
跡
を
継
い
で
17
年
に
な
る
。

　

事
業
の
安
定
と
成
長
を
求
め
て

試
行
錯
誤
し
て
き
た
德
永
さ
ん
だ

が
、
今
後
の
事
業
の
拡
大
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
抜
本
的
な
改
革

と
さ
ら
な
る
前
進
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
た
。「
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん

か
ら
Ｍ
＆
Ａ
の
お
話
を
い
た
だ
い

た
の
は
、
ま
さ
に
そ
ん
な
と
き
で

し
た
。
当
社
の
金
型
加
工
部
門
に

は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と

感
じ
て
お
り
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
し
た
」。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
ス
タ
ー
ト

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
ス
タ
ー
ト

　

交
渉
は
順
調
に
進
み
、
お
互
い

の
顔
合
わ
せ
や
工
場
視
察
な
ど
を

経
て
、
２
０
２
０
年
10
月
、
株
式

譲
渡
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

調
印
式
を
終
え
て
青
木
さ
ん
は

「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
反
面
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
仲
間
に
技
術
を

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
る
と
、
独
立
し
た
と
き
よ

り
も
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
」と
語
っ
た
。
德
永
さ
ん
も「
ア

サ
ヒ
金
型
さ
ん
の
技
術
を
し
っ
か

り
と
受
け
継
ぎ
、
刺
激
を
受
け
な

が
ら
、
事
業
の
一
層
の
発
展
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
決
意

を
表
し
た
。

　

今
回
の
Ｍ
＆
Ａ
が
成
立
し
た
要

因
に
は
大
き
く
以
下
の
５
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
①
50
年
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
力
の
継
承
が
で

き
る
こ
と
②
ス
タ
ッ
フ
の
継
続
雇

用
が
実
現
し
た
こ
と
③
譲
渡
先
が

好
立
地
だ
っ
た
た
め
、
両
社
の
交

流
や
技
術
継
承
が
促
進
さ
れ
た
こ

と
④
金
型
部
門
の
改
革
に
よ
り
コ

ス
ト
競
争
力
の
引
き
上
げ
が
で
き

た
こ
と
⑤
既
存
取
引
先
も
事
業
の

継
続
を
要
望
し
て
い
た
こ
と
。

50
年
培
っ
て
き
た
技
術
の
継
承

へ
向
け
、
両
社
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ
た
。

マッチング事例
　

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
」
に
よ
る
株
式
譲
渡
が
成
立
し
、
２

０
２
０
年
10
月
に
最
終
株
式
譲
渡
契
約
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
技
術
継
承
へ
の
思
い
と
後
継
者
問
題
を
抱
え
る
経

営
者
、
そ
し
て
、
製
造
技
術
の
強
化
を
目
指
す
企
業
、
双
方
の
思
い
が
結
び
つ
い
た
。

株
式
譲
渡
調
印
式
に
臨
ん
だ
有
限

会
社
ア
サ
ヒ
金
型
の
青
木
俊
和
さ

ん（
左
）と
株
式
会
社
徳
永
の
德
永

和
彦
さ
ん
。

Ｍ＆Ａ成立までの流
れをまとめ、調印式
の様子も収録したこ
の事例の動画が視聴
できます。

　日本テクノが提供している、お客様
同士のＭ＆Ａなどを仲介するビジネ
スマッチングサービスのこと。全国約
６万件のネットワークを生かし、事業
譲渡や業務提携、ホールディングス化
などあらゆる可能性を探っていく。サ
ービスは日本テクノと取引のある企業
に限定しており、高い信頼性を保て
る。中小企業の深刻な後継者不在・
事業承継問題の解決に貢献していく
ことを目指す。

GIFT mapとは

詳しいサービス内容はサイトを参照。案件一覧も掲載中。

有限会社 アサヒ金型
代表者：青木俊和（70）
事業内容：プレス金型製造
所在地：群馬県館林市

設立：2002年（平成14年）
従業員数：2名

株式会社 徳永
代表者：德永和彦（52）

事業内容：建築総合メタル製品開発製造販売
所在地：栃木県栃木市

設立：1923年（大正12年）
従業員数： 46名

譲渡側 譲受側

（2020年10月 調印式時点）

　

電
球
が
切
れ
て
買
い
に
行
っ

た
と
き
、
種
類
か
ら
色
ま
で
品

揃
え
が
多
く
迷
っ
た
こ
と
や
、

ど
れ
が
よ
い
か
わ
か
ら
ず
結
局

同
じ
も
の
を
買
っ
た
、
と
い
う

経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

電
球
に
は
大
き
く
分
け
て

「
白
熱
球
」「
蛍
光
灯
」「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
」
の
３
種
類
が
あ
る
。「
白

熱
球
」
は
安
価
だ
が
寿
命
が
短

く
、
こ
の
中
で
最
も
電
気
を
消

費
す
る
。「
蛍
光
灯
」
は
白
熱

球
よ
り
価
格
は
少
し
高
い
が
、

寿
命
が
長
く
て
電
気
の
使
用
を

抑
え
ら
れ
る
。「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」
は

一
番
値
が
張
る
代
わ
り
に
寿
命

が
長
く
、
電
力
の
消
費
量
が
少

わ
っ
て
い
く
よ
う
に
色
温
度
も

数
値
が
低
い
と
暖
色
系
に
な
り

高
い
と
寒
色
系
に
な
る
。
気
温

は
高
い
ほ
ど
暖
か
く
な
る
が
そ

れ
と
は
逆
の
印
象
を
与
え
る
。

　

そ
も
そ
も
照
明
の
光
は
「
光

の
３
原
色
（
Ｒ
Ｇ
Ｂ
）」
と
呼

ば
れ
る
赤
（
Ｒ
ｅ
ｄ
）、緑
（
Ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
）、
青
（
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
）

の
３
色
の
組
み
合
わ
せ
で
色
を

つ
く
り
出
す
。
こ
の
基
本
の
色

を
つ
く
り
出
す
の
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
が
、
１
９
９
３
年
に

日
本
で
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
発
明
さ

れ
た
こ
と
で
、
現
在
家
庭
用
の

照
明
機
器
な
ど
で
も
広
く
使
わ

れ
る
「
白
い
光
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
一
般
的
な
５
種

の
よ
う
に
色
を
限
定
し
た
電
球

し
か
な
か
っ
た
が
、
最
近
は
自

由
に
電
球
色
を
変
え
ら
れ
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
も
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
な
お
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

オ
ン
・
オ
フ
時
に
ほ
と
ん
ど
電

力
を
消
費
し
な
い
た
め
、
不
要

な
と
き
は
こ
ま
め
な
消
灯
を
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
お
う
ち
時
間
」

が
増
え
る
中
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
照
明
の
色
を
変

え
て
楽
し
む
の
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

な
い
の
が
特
徴
だ
。

　

さ
て
一
般
的
な
電
球
の
色

は
、
暖
色
系
か
ら
寒
色
系
の
順

に
「
電
球
色
」「
温
白
色
」「
白

色
」「
昼
白
色
」「
昼
光
色
」
の

５
種
類
が
あ
る
。
暖
色
系
は
、

比
較
的
明
る
さ
を
抑
え
た
落
ち

着
き
の
あ
る
色
で
、
目
も
疲
れ

に
く
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
場

所
に
適
し
て
い
る
た
め
、
寝
室

や
リ
ビ
ン
グ
で
よ
く
使
用
さ
れ

る
。
寒
色
系
は
、
白
っ
ぽ
く
青

み
が
か
っ
た
明
る
い
色
で
、
細

か
い
物
も
は
っ
き
り
確
認
で
き

る
た
め
作
業
ス
ペ
ー
ス
で
よ
く

使
用
さ
れ
る
。

　

こ
の
光
の
色
を
表
す
た
め
の

電
球
の
色
の
違
い
││

寒
色
系
は
高
い
色
温
度

身
近
な
電
気
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話

第 11回

尺
度
は
「
色
温
度
」（
単

位
は
Ｋ
〈
ケ
ル
ビ
ン
〉）

と
い
う
数
値
で
あ
る
。

そ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど

寒
色
系
に
な
る
。
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
で
炎
が
変
化

す
る
過
程
で
は
温
度
が

徐
々
に
上
が
る
に
つ
れ

赤
、
黄
、
白
、
青
と
変

電球の色５種類

電球色
（約3000K)

温白色
（約3500K)

白色
（約4200K)

昼白色
（約5000K)

昼光色
（約6500K)

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携ば
れ
る
銭
湯
に
足
を
運
ん
だ
。

江
戸
は
風
が
強
く
、
砂
ぼ
こ
り

で
体
が
汚
れ
る
た
め
毎
日
、
人

に
よ
っ
て
は
日
に
何
度
も
通
う

ほ
ど
湯
屋
は
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
最
盛

期
は
約
６
０
０
軒
の
湯
屋
が
江

戸
の
町
に
存
在
し
た
。

　

社
会
全
体
の
資
源
消
費
量
か

ら
す
る
と
、
湯
屋
は
相
当
な
エ

コ
と
い
え
る
。
家
ご
と
の
入
浴

に
比
べ
、
水
も
燃
料
も
大
幅
に

節
約
で
き
る
。
湯
屋
１
軒
当
た

り
の
１
日
の
利
用
者
は
３
０
０

人
を
超
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

は
非
常
に
効
率
的
だ
。

　

燃
料
は
薪
の
ほ
か
に
取
り
壊

し
た
家
屋
の
廃
材
や
火
事
の
燃

え
残
り
な
ど
の
再
利
用
で
き
な

い
木
材
、
市
中
に
落
ち
て
い
る

ご
み
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
浴
槽
に
も
燃
料
節
約
の
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
た
。
現
代
の
銭

湯
の
よ
う
に
開
放
的
な
空
間
で

は
な
く
、
３
面
を
板
に
囲
ま
れ

た
小
部
屋
の
よ
う
に
な
っ
て
い

江
戸

　

多
く
の
日
本
人
が
好
き
な

「
風
呂
」。
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど

の
家
に
風
呂
場
が
あ
り
、
毎
日

の
よ
う
に
好
き
な
時
間
に
自
宅

で
入
浴
で
き
る
。

　

し
か
し
江
戸
の
町
の
長
屋
を

は
じ
め
と
し
た
ほ
と
ん
ど
の
家

屋
に
風
呂
は
な
か
っ
た
。
資
源

は
豊
富
で
は
な
か
っ
た
し
、
狭

い
土
地
に
家
屋
が
密
集
し
て
い

た
の
で
火
事
を
恐
れ
た
と
い
う

事
情
も
あ
る
。
そ
こ
で
人
々
は

町
人
や
武
士
と
い
っ
た
身
分
に

関
係
な
く
皆
が
「
湯ゆ

屋や

」
と
呼

て
、
入
口
部
分
は
「
石ざ

く
ろ榴
口ぐ

ち

」

と
呼
ば
れ
、
板
が
天
井
か
ら
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
よ
う
に
下
が
っ
た

つ
く
り
に
な
っ
て
い
た
。
人
々

は
そ
こ
を
屈
ん
で
く
ぐ
り
浴
槽

内
に
入
る
。
こ
れ
は
湯
を
冷
ま

さ
な
い
た
め
の
知
恵
だ
っ
た
。

令
和

　

現
代
で
は
水
や
燃
料
を
さ
ほ

ど
気
に
す
る
こ
と
な
く
湯
に
つ

か
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い

え
家
庭
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
３
〜
４
割
が
給
湯
だ
と

い
う
。
石
榴
口
を
つ
く
る
ま
で

は
い
か
な
く
て
も
、
体
を
洗

う
間
は
浴
槽
の
ふ
た
を
閉
め

る
、
家
族
が
い
る
場
合
は
次
に

入
る
人
と
の
間
隔
を
極
力
短
く

す
る
、
入
浴
後
の
湯
を
二
次
利

用
す
る
な
ど
で
、
水
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
節
約
は
可
能
だ
。
資
源

を
大
切
に
す
る
意
識
を
江
戸
に

学
び
な
が
ら
、
現
代
日
本
の
エ

コ
な
入
浴
文
化
が
広
が
っ
て
い

け
ば
い
い
と
思
う
。

　

高
圧
受
変
電
設
備
の
保
安
点

検
は
外
部
委
託
が
可
能
だ
が
、

設
備
の
規
模
が
大
き
い
な
ど
外

部
委
託
の
要
件
か
ら
外
れ
る
場

合
は
、
電
気
主
任
技
術
者
を
選

任
（
常
駐
）
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
場
合
、
資
格
を
持
つ

自
社
社
員
に
任
せ
る
の
が
一
般

的
だ
が
有
資
格
者
の
絶
対
数
は

少
な
い
。
そ
こ
で
自
社
選
任
が

難
し
い
場
合
、
常
駐
業
務
を
委

託
す
る
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
「
外
部
選
任
」
で

あ
る
。
日
本
テ
ク
ノ
は
そ
の
業

務
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

て
お
り
、
全
国
で
20
カ
所
以
上

の
受
発
電
設
備
の
常
駐
保
安
管

理
を
実
施
し
て
い
る
。

エコな営み
いまむかし

江
戸
の
お
風
呂
に
無
駄
は
な
し

　

前
回
は
鍋
釜
な
ど
を
修
理
し
て
使
う
江
戸
の
リ
ペ
ア
事
情
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
「
風
呂
」

に
つ
い
て
。
こ
こ
で
も
江
戸
庶
民
は
無
駄
の
な
い
エ
コ
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
。

特
別
高
圧
外
部
選
任
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
大
規
模
工
場
や
ビ
ル
、
風
力
発
電
所
、
太
陽
電
池
発
電
設
備
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

な
ど
、
特
別
高
圧
な
ら
び
に
高
圧
の
電
気
設
備
を
設
置
し
て
い
る
事
業
場
へ
、
電
気
主
任
技
術
者
を

外
部
選
任
し
、
派
遣
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。（
注
：
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ー
ス
株
式
会
社
は
合

併
の
た
め
２
０
２
１
年
４
月
１
日
以
降
社
名
を
三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
に
変
更
）

特
別
高
圧
設
備
の
外
部
選
任
の

実
績
が
多
数
あ
る
ほ
か
、
多
く

の
電
気
主
任
技
術
者
が
在
籍
し

同
所
に
も
派
遣
可
能
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
２
０
１

８
年
10
月
か
ら
日
本
テ
ク
ノ
の

外
部
選
任
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　以前の電気主
任技術者に引き
続き点検をお願

いしていましたが、新たな技術
者探しは難航し、困っていまし
た。日本テクノに話を聞いてみ
ると、幸い同所への技術者派
遣が可能であったほか、電気
に関する総合サービスを提供
しているので、ほかにも相談に
乗っていただけそうという安心
感もありました。実際、今まで
トラブルなく発電所を維持でき
ており、満足しています。
　政府の方針もあり、今後は
さらに再生可能エネルギー比
率が高まっていくでしょう。これ
からも保安管理はもちろんのこ
と、電気に関して総合的なアド
バイスを期待しています。

（酒井 剛さん）
サンシャインエナジー湧水発電所

comment

【
サ
ー
ビ
ス
採
用
事
例
】

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ー
ス
株
式
会

社
：
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
エ
ナ
ジ
ー

湧
水
発
電
所

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ー
ス
株
式

会
社
は
、
リ
ー
ス
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
を
コ
ア
事
業
と
し
て
い
る

が
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

に
も
進
出
す
る
な
ど
、
幅
広
く

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
最
新

の
中
期
経
営
計
画
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
力
分
野

の
１
つ
と
し
て
掲
げ
、
今
後
投

融
資
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

Introduction of 
techno service

　

こ
の
資
格
は
国
家
試
験
に
よ

る
取
得
制
度
で
は
な
く
次
の
要

件
に
該
当
す
る
人
に
交
付
さ
れ

る
ん
だ
。「
第
一
種
電
気
工
事

士
試
験
に
合
格
し
た
者
」
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
「
第
二
種
電
気

工
事
士
免
状
交
付
を
受
け
た

者
」
や
「
電
気
主
任
技
術
者
免

状
交
付
を
受
け
た
者
」
で
電
気

工
事
な
ど
に
関
し
て
３
年
以
上

の
実
務
経
験
が
あ
る
場
合
や
、

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
簡
易

電
気
工
事
に
関
す
る
講
習
（
認

定
電
気
工
事
従
事
者
認
定
講

習
。
一
般
財
団
法
人
電
気
工

事
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー
が
実

施
）の
課
程
を
修
了
し
た
場
合
、

交
付
の
対
象
に
な
る
ん
だ
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に

は
、
住
民
登
録
地
を
管
轄
す
る

産
業
保
安
監
督
部
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
る
よ
。

光の３原色

※図はイメージで実際の色とは異なる。

Red

Green Blue

https://gift-map.jp/matching_case/
https://gift-map.jp/matching_case/case03
https://gift-map.jp/
https://econews.jp/article/column/imamukashi/
https://econews.jp/article/learn/mijikanadenki/
https://econews.jp/article/learn/tekkunqa/
https://gift-map.jp/matching_case/
https://www.gift-street.com/
https://cubicle-hoan.jp/service/service_sennin.html
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オ
フ
ィ
ス
と
商
業
施
設
が
混
在
す

る
東
京
都
中
央
区
に
あ
る
宝
永
ビ

ル
。
古
美
術
商
、
眼
科
医
院
、
美
容

室
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
８
件
の
テ

ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
父
親
か
ら
引
き
継
ぎ

ビ
ル
を
管
理
し
て
い
る
小
布
施
正
子

さ
ん
。
小
布
施
さ
ん
が
ビ
ル
運
営
の

バ
ト
ン
を
受
け
設
備
の
確
認
を
進
め

る
中
、
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
点
検
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で

急
ぎ
数
社
に
見
積
も
り
を
依
頼
。
そ

の
中
で
最
も
迅
速
に
対
応
し
た
の
が

日
本
テ
ク
ノ
だ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
導

入
の
決
め
手
は
、
そ
の
誠
実
な
取
り

組
み
の
早
さ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
の
定
期
的
な
点
検
を
依
頼
で

き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
小
布
施
さ
ん

が
特
に
期
待
を
持
っ
た
の
が
エ
コ
テ

ナ
ン
ト
の
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
だ
っ

た
。こ
の
ビ
ル
で
は
、電
灯
の
子
メ
ー

タ
ー
は
テ
ナ
ン
ト
の
居
室
外
に
つ
い

て
い
る
が
、
動
力
分
は
居
室
の
中
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
毎
月
そ

の
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
て
い
た
。
小

布
施
さ
ん
は
、「
税
理
士
事
務
所
や

古
美
術
商
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

も
あ
る
の
で
、
承
諾
を
得
て
い
る
と

は
い
え
入
室
す
る
の
は
た
め
ら
い
が

あ
り
ま
し
た
。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
で
あ

れ
ば
月
次
の
入
室
の
必
要
が
な
く
な

る
う
え
、
使
用
電
力
量
の
明
細
も
発

行
さ
れ
る
の
で
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
も
私

も
双
方
が
安
心
で
き
ま
す
」と
話
す
。

　

導
入
時
、
日
本
テ
ク
ノ
の
担
当
が

テ
ナ
ン
ト
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
の
説
明

に
回
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
高
く
評
価

し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
担
当
の
技
術

者
さ
ん
も
設
備
の
更
新
に
つ
い
て
丁

寧
に
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。
古
い
設

備
も
あ
る
の
で
近
隣
へ
波
及
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
優
先
順
位
を

つ
け
て
少
し
ず
つ
更
新
し
て
い
こ
う

と
話
し
て
い
ま
す
」と
小
布
施
さ
ん
。

日
本
テ
ク
ノ
は
、
電
気
の
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
の
よ
う
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

設
備
改
修
で
は
今
年
、
波
及
事
故

を
防
ぐ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
を
設
置
す
る
予
定

だ
。
長
く
安
全
に
、〝
電
気
の
か
か

り
つ
け
医
〞
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
ビ
ル
経
営
を
続
け
て
い
く
。

『エコテナント』とは

　一般的なテナントビ
ルは、ビル全体で一括
受電しているため、電気
料金はビルオーナーが
電力会社へまとめて支
払っている。オーナーは
テナントの使用分を立
て替えるため、個々のテ
ナントに対し、それぞれ
に応じた電気料金を請
求する。そこには子メー
ターの検針、料金算出、
請求管理といった手間
のかかる業務が伴う。
　『エコテナント』はオ
ーナーをわずらわせて
いたそれらの業務をす
べて代行するサービスで
ある。既存の子メーター
は自動検針のスマートメ
ーターに変更され、月々
の使用量は日本テクノに
伝送される。オーナー
とテナントの双方にとっ
て、ともに信頼性を高め
られるシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

毎月の入室が不要に。オーナーとテナントに安心を提供

https://eco-tatsujin.jp/

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

　

福
岡
県
の
名
産
品
・
辛
子
明

太
子
を
製
造
す
る
福
岡
市
の
福

さ
屋
株
式
会
社
で
は
作
業
場

の
特
性
に
合
わ
せ
た
空
調
稼
働

で
省
エ
ネ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

手
作
業
が
主
体
の
「
水
場
」

と
呼
ぶ
製
造
室
は
、
ほ
と
ん
ど

機
械
が
な
く
室
温
は
ほ
ぼ
一
定

だ
。
そ
こ
で
は
空
調
を
な
る
べ

く
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
。
一

方
、
箱
詰
め
な
ど
を
行
う
「
包

装
室
」
は
搬
送
機
な
ど
が
あ
り

温
度
は
上
が
る
。
そ
こ
で
は
温

度
設
定
に
配
慮
し
な
が
ら
複
数

の
空
調
を
稼
働
し
効
率
的
な
室

温
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。

【第 24 回】福さ屋 株式会社

作
業
場
特
性
に
合
わ
せ
空
調
を
調
節

　「省エネの達人『企業編』」は、大
きな成果を上げている省エネ活動の
実例動画が視聴できるサイト。数あ
るノウハウの中から今回は、地域の
名産品を製造する食品加工業の省エ
ネを２例紹介する。

「省エネの達人」に学ぶ

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
に
あ
る
宇

都
宮
餃
子
幸
楽
が
提
供
す
る

ギ
ョ
ー
ザ
は
激
戦
区
の
中
で
も

高
い
人
気
を
誇
る
。こ
こ
で
は
、

消
費
電
力
の
大
き
い
急
速
冷
凍

庫
の
使
い
方
を
工
夫
し
、
省
エ

ネ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

特
に
電
力
負
荷
が
か
か
る
の

は
、
庫
内
の
霜
取
り
を
す
る
と

き
。
包
装
用
の
機
器
な
ど
ほ
か

の
機
械
が
同
時
に
稼
働
し
て
し

ま
う
と
ピ
ー
ク
電
力
が
跳
ね
上

が
る
。
そ
こ
で
作
業
工
程
を
見

直
し
、
霜
取
り
時
間
に
重
な
ら

な
い
よ
う
調
整
し
て
、
ピ
ー
ク

抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【第 296 回】宇都宮餃子 幸楽

作
業
工
程
の
見
直
し
で
電
力
ピ
ー
ク
抑
制

東京都中央区◎宝永ビル

　

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ

（
以
下
、
エ
ン
ジ
）
は
、

電
気
に
関
す
る
総
合
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
日
本
テ

ク
ノ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て

電
気
設
備
工
事
、
空
調
設

備
や
太
陽
光
発
電
設
備
の

販
売
・
施
工
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
私
の
所
属

す
る
営
業
一
課
は
高
圧
受

変
電
設
備
（
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
）
の
更
新
・
改
修
な
ど

の
電
気
設
備
工
事
を
取
り

扱
う
部
署
で
す
。

　

工
事
の
依
頼
は
、
普
段

か
ら
お
客
様
と
接
し
て
い

る
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
社

員
や
日
本
テ
ク
ノ
協
力

会
・
日
電
協
の
技
術
者
か

ら
入
っ
て
き
ま
す
。
お
客

様
の
窓
口
に
な
る
方
々
で

す
。
依
頼
が
あ
れ
ば
ど
ん

な
些
細
な
案
件
で
も
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
誠
実
に

対
応
す
る
こ
と
を
心
が

け
、
部
下
に
も
そ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
窓

口
の
方
々
に
エ
ン
ジ
を
信

用
し
て
も
ら
え
る
手
段
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
お
客
様

と
日
本
テ
ク
ノ
と
の
信
頼

関
係
を
深
め
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

重
視
し
て
い
る
の
は
１

件
当
た
り
の
受
注
額
で
は

な
く
受
注
件
数
で
す
。
受

注
件
数
は
当
社
の
信
頼
度

を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
り
、
豊
富
な
実
績
は
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
要
望
に
対
し
的
確

に
対
応
で
き
た
と
き
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
が
い

た
だ
け
る
。
こ
の
言
葉
は

私
の
原
動
力
と
な
り
、
次

の
仕
事
も
頑
張
ろ
う
と
思

え
ま
す
。

　

電
気
工
事
は
高
額
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
を

適
正
な
も
の
だ
と
説
得
す

る
の
は
大
変
で
す
。
で
す

が
、
お
客
様
の
た
め
に
な

る
と
信
じ
て
真
摯
に
説
明

を
続
け
ま
す
。
と
い
う
の

も
私
に
は
過
去
に
苦
い
経

日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ日本テクノ
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社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ
社員群像

各部署キーパーソンが語る 営
業
や
技
術
と
の
連
携
を
深
め

お
客
様
の「
あ
り
が
と
う
」へつ
な
ぐ

験
が
あ
る
か
ら
で
す
。
あ

る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
高
圧

ケ
ー
ブ
ル
の
交
換
工
事
を

提
案
し
て
い
ま
し
た
が
、

停
電
が
必
要
な
た
め
全
テ

ナ
ン
ト
の
承
諾
を
受
け
る

の
に
時
間
が
か
か
り
、
や

っ
と
工
事
日
程
が
決
ま
っ

た
も
の
の
、
そ
の
１
週
間

前
に
周
辺
を
停
電
さ
せ
る

波
及
事
故
が
起
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
工

事
を
も
う
少
し
早
め
ら
れ

て
い
た
ら
…
…
。
そ
れ
以

来
、
二
度
と
同
じ
思
い
を

し
な
い
と
考
え
、
仕
事
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
人
の
行
き
来
が

制
限
さ
れ
て
い
る
現
在

も
、
電
気
の
安
全
を
支
え

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
電
気
設
備
工
事
を

通
じ
て
お
客
様
の
事
業
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
客
の

少
な
い
こ
の
時
期
だ
か
ら

こ
そ
工
事
を
行
い
た
い
」

と
い
う
お
客
様
も
お
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
営
業
社
員
や
技
術
者
と

の
連
携
を
深
め
、
的
確
で

誠
実
な
提
案
で
「
あ
り
が

と
う
」
の
言
葉
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日本テクノエンジ株式会社
営業本部 環境ソリューション部 営業一課

次長　石山龍一

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
で

人
気
の
京
菓
子「
兆

ち
ょ
う

雅が

せ
ん
べ
い
」

を
提
供
す
る
株
式
会
社
和
晃（
京

都
府
京
都
市
）
で
は
、
季
節
に
合

わ
せ
た
商
品
を
揃
え
て
い
る
。

　

老
舗
が
集
中
す
る
和
菓
子
の
激

戦
区
・
京
都
で
、
お
客
様
に
愛
さ

れ
る
味
を
生
み
出
し
続
け
る
秘
訣

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
営
業
部
の

森
知
博
さ
ん
は
「
老
舗
は
常
に
品

質
や
サ
ー
ビ
ス
を
磨
き
続
け
た
か

ら
こ
そ
お
客
様
の
支
持
を
得
て
い

ま
す
。
当
社
も
そ
う
し
た
老
舗
の

厳
し
い
姿
勢
に
学
び
な
が
ら
、
自

分
た
ち
な
り
の〝
新
し
い
切
り
口
〞

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

商
品
開
発
で
看
板
商
品
の
兆
雅
せ

ん
べ
い
に
季
節
限
定
の
味
を
追
加

す
る
と
い
っ
た
挑
戦
だ
。
そ
の
た

め
時
々
の
ト
レ
ン
ド
に
合
わ
せ
て

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
で
き
る

生
産
ラ
イ
ン
を
完
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
は
あ
え
て
外
部
の

厳
し
い
審
査
が
必
要
な
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認

証
を
取
得
し
て
い
る
。
約
20
年
前

の
９
０
０
１
（
品
質
）
取
得
以
来
、

１
４
０
０
１
（
環
境
）、
２
２
０

０
０
（
食
品
安
全
）
と
３
つ
の
認

証
を
取
得
。こ
れ
ら
を
土
台
に「
感

動
創
造
企
業
」を
目
指
し
て
い
る
。

　

技
術
力
向
上
へ
の
努
力
も
熱
心

だ
。４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る「
全

国
菓
子
大
博
覧
会
」
な
ど
の
品
評

会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
こ
れ
ま

で
大
臣
栄
誉
賞
ほ
か
数
々
の
賞
を

受
け
た
。
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

は
、
前
述
の
兆
雅
せ
ん
べ
い
以
外

に
も
創
業
の
地
・
伏
見
で
大
切
に

つ
く
り
続
け
る「
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
」

や
、
京
都
土
産
に
気
軽
に
購
入
で

き
る
「
京
え
く
ぼ
」
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
根
強
い
人
気
の
品
と
な

っ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
で

は
、
和
晃
の
提
供
す
る
そ
れ
ら
各

種
京
菓
子
が
、
送
料
込
み
３
０
０

０
ポ
イ
ン
ト
で
交
換
可
能
。な
お
、

桜
葉
入
り
桜
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
た

「
桜
前
線
」
は
、
今
春
限
定
の
逸

品
で
あ
る
。

（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
サ
イ

ト
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
材
の
こ
ぼ

れ
話
を
掲
載
）

株式会社 和晃  兆雅せんべい

　ＧＩＦＴ ｓｔｒｅｅｔ（ギフトストリ
ート）は日本テクノのお客様向
けサービス。同社発行のＧＩＦ
Ｔポイントに応じ、サイト内の
商品（ギフト）と交換できる。
ここでは掲載商品の中から、
こだわりの「逸品」を、提供
企業とともに紹介していく。

古
都
発
の
和
菓
子
な
が
ら

ト
レ
ン
ド
に
乗
る
新
し
い
味

ギフトストリートの 逸品

　
「
前
を
向
き
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
は
、

多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。

だ
か
ら
こ
そ
、
お
客
様
や
地
域
を
は
じ

め
支
援
し
て
も
ら
っ
た
す
べ
て
の
人
の

た
め
に
、
自
分
た
ち
が
元
気
に
復
興
し

て
い
る
姿
を
示
し
た
い
」
と
株
式
会
社

に
し
き
食
品
（
宮
城
県
岩
沼
市
）
の
常

務
取
締
役
の
富
澤
貴
之
さ
ん
は
語
る
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
当
時
の
従
業
員
数
は
１

２
０
人
、
10
年
後
の
現
在
は
３
０
０
人

に
な
っ
た
。
直
近
の
売
上
は
前
年
比
１

２
５
％
、
２
０
２
０
年
１
月
に
は
新
設

の
空
港
南
工
場
も
稼
働
を
始
め
た
。

　

に
し
き
食
品
は
レ
ト
ル
ト
食
品
の
専

門
企
業
。
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
を
中
心

と
し
て
主
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
商
品
供
給
を
し

て
い
る
。
最
近
で
は
自
社
商
品
も
開
発

し
直
売
店
の
展
開
を
始
め
、
今
後
は
そ

の
方
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。
法
改

正
で
製
造
元
の
表
記
が
義
務
づ
け
ら
れ

日
本
の
た
め
に
、お
客
様
の
た
め
に
、日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と
│
│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

て
か
ら
「
に
し
き
食
品
」
の
名
を
目
に

す
る
機
会
は
驚
く
ほ
ど
増
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
発
生
後

す
ぐ
に
避
難
を
決
断
し
た
結
果
、
従
業

員
は
全
員
が
津
波
被
害
を
受
け
ず
無
事

だ
っ
た
。
工
場
や
倉
庫
も
１
㍍
の
高
床

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
製
造
機
器
に
損

害
は
な
く
商
品
の
一
部
も
無
傷
だ
っ

た
。
自
宅
の
片
づ
け
を
優
先
し
、
車
を

出
せ
る
従
業
員
が
出
社
で
き
る
人
と
乗

り
合
い
、
ま
ず
は
泥
と
の
格
闘
が
始
ま

っ
た
。
震
災
45
日
後
に
は
事
業
を
再
開

し
、
可
能
な
限
り
商
品
を
発
送
し
た
。

所
属
す
る
工
業
団
地
協
議
会
が
「
地
域

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
早
く
こ
の
工
業

団
地
を
復
旧
さ
せ
、
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
し
な
い
と
、
地
域
全
体
の
復
興
が

遅
れ
る
」
と
、
迅
速
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
を
岩
沼
市
役
所
に
依
頼
し
、
電

気
と
水
道
の
早
期
復
旧
が
実
現
し
た
こ

と
も
幸
い
し
た
。

　

以
前
は
業
務
用
レ
ト
ル
ト
食
品
が
主

流
だ
っ
た
が
、
こ
の
震
災
を
き
っ
か
け

に
、
よ
り
多
く
の
笑
顔
に
近
づ
き
た
い

と
消
費
者
向
け
に
舵
を
切
っ
た
。
そ
れ

は
会
社
ト
ッ
プ
、
菊
池
洋
社
長
の
強
い

意
志
だ
っ
た
。
そ
の
掛
け
声
に
応
じ
、

全
従
業
員
が
一
丸
と
な
り
危
機
を
乗
り

越
え
て
い
く
。
新
た
な
取
引
先
を
次
々

に
開
拓
、
新
し
い
Ｏ
Ｅ
Ｍ
商
品
が
矢
継

ぎ
早
に
開
発
さ
れ
、
供
給
体
制
を
整
え

る
た
め
の
工
場
増
設
が
繰
り
返
さ
れ

た
。
震
災
直
前
に
地
鎮
祭
を
行
い
３
月

14
日
か
ら
着
工
予
定
だ
っ
た
岩
沼
第
三

工
場
も
廃
材
に
埋
も
れ
た
状
況
か
ら
翌

２
０
１
２
年
に
は
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

従
業
員
は
社
長
の
思
い
に
な
ん
と
し

て
も
応
え
た
か
っ
た
。
震
災
か
ら
２
カ

月
間
、
従
業
員
の
生
活
を
守
り
通
す
と

し
た
社
長
が
、
工
場
停
止
中
も
全
員
を

出
勤
扱
い
に
し
、
給
与
の
支
給
を
継
続

し
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
、
精
い
っ
ぱ
い
取
り

組
む
以
外
に
は
な
い
。

　

富
澤
さ
ん
は
「
社
長
の
行
動
力
と
決

断
力
が
我
々
に
伝
わ
り
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
前
に
進
め
て
き
た
。
そ
れ

が
で
き
た
の
は
多
く
の
方
々
の
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
言
う
。

テクノユーザー

復興への歩み

47Scene
工
場
停
止
中
も
出
勤
扱
い
で
給
与
遅
配
な
し

２
０
２
０
年
１
月
に
稼
働
開
始
し
た
空

港
南
工
場
。
円
内
は
常
務
取
締
役
の

富
澤
貴
之
さ
ん
。

支えてくれた人たちに報いるため 活気ある復興の姿を示す

バニラや抹茶などのバリエーションがある「兆雅せんべ
い」。写真上および下中央の「桜前線」は春限定商品。

▶８面にはベストギフト提供企業への訪問記事を掲載

https://www.gift-street.com/
https://www.gift-street.com/products/detail/1690
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20101208.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20160302.html
https://econews.jp/article/report/allforjapan/
https://econews.jp/article/report/allforjapan/
https://eco-tenant.jp/case/index.html
https://eco-tenant.jp/
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https://cubicle-hoan.jp/
https://service.n-techno.co.jp/smartclock/
https://service.n-techno.co.jp/eria/
https://www.n-techno.co.jp/service/demand.html
https://www.n-techno.co.jp/service/mypage.html
https://www.n-techno.co.jp/service/mypage.html
https://service.n-techno.co.jp/eria/
https://kankyo-ichiba.jp/
https://twitter.com/nihontechno
https://www.facebook.com/nihontechno/
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://econews.jp/
https://econews.jp/
http://www.n-techno.co.jp
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日本テクノでは定期的に「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ（スマートクロック）」「SMARTMETER ERIA（スマートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」の導入企業を広報担当者が訪問し、事例集を作成している。
すでに数百もの事例をストックしており、現在も新たな「お客様の声」をリストに追加している最中だ。この紙面では、その中から４つの取り組みをピックアップして紹介していく。なお記事は取材当時の内容。

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
自
動
車

整
備
業
を
営
む
株
式
会
社
茂
木

鉄
工
所
。
専
務
取
締
役
の
間
室
幸

夫
さ
ん
は
「
従
業
員
の
気
持
ち
を

１
つ
に
し
て
取
り
組
む
と
い
う
点

が
気
に
入
っ
て
、
日
本
テ
ク
ノ
さ

ん
の
電
気
の
〝
見
え
る
化
〞
を
導

入
し
ま
し
た
」
と
採
用
の
き
っ
か

け
を
語
る
。
自
動
車
整
備
に
は
、

板
金
や
塗
装
、
研
磨
と
い
っ
た
作

業
が
あ
る
が
、
中
で
も
電
力
を
最

も
使
用
す
る
の
は
、
塗
料
の
乾
燥

工
程
だ
。
工
場
に
は
大
型
車
が
入

る
大
き
さ
の
乾
燥
室
が
２
室
と
部

分
乾
燥
機
が
１
台
あ
り
、
こ
れ
ら

の
稼
働
が
重
な
る
と
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

モ
ニ
タ
ー
が
赤
色
の
警
告
表
示
に

な
る
。

　

自
動
車
１
台
の
塗
装
を
乾
か
す

に
は
２
〜
３
時
間
ほ
ど
か
か
る

が
、
乾
燥
機
は
途
中
で
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
警
報
時

に
は
、
ま
ず
事
務
所
の
照
明
や
空

調
を
調
整
し
、
そ
れ
で
も
足
り
な

い
場
合
は
、
工
場
の
稼
働
状
況
を

見
て
部
分
乾
燥
や
溶
接
機
を
停
止

さ
せ
る
。
溶
接
機
は
瞬
間
的
な
使

用
電
力
が
高
い
た
め
、
緊
急
時
の

対
応
に
有
効
だ
と
い
う
。

　

さ
ら
に
現
在
は
、
警
報
が
鳴
ら

な
い
よ
う
作
業
工
程
自
体
を
見
直

し
た
。
従
来
は
決
ま
っ
た
流
れ
に

沿
っ
て
１
台
ず
つ
順
に
整
備
し
て

い
た
。
そ
う
す
る
と
、
多
く
の
場

合
、
最
後
の
乾
燥
工
程
が
重
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
乾
燥
室
を
使

用
し
て
い
る
と
き
に
は
、
他
の
車

両
で
別
工
程
の
作
業
を
進
め
、
機

器
稼
働
を
分
散
し
て
使
用
電
力
量

の
ピ
ー
ク
を
押
し
上
げ
な
い
よ
う

に
し
た
。

　

そ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
中
で

自
然
と
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
が
省

エ
ネ
意
識
だ
。
設
備
改
善
に
も
着

目
す
る
よ
う
に
な
り
、
照
明
や
自

動
販
売
機
な
ど
を
省
エ
ネ
型
に
入

れ
替
え
た
。
退
社
時
は
工
場
の
配

電
盤
か
ら
大
本
の
電
源
を
切
る
な

ど
の
取
り
組
み
も
徹
底
さ
れ
た
。

結
果
、
使
用
電
力
量
が
約
３
割
も

改
善
で
き
て
い
る
。

　

事
務
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、

現
場
の
職
人
も
一
緒
に
な
り
取
り

組
ん
だ
省
エ
ネ
活
動
。
間
室
さ
ん

は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
の
副
次
効
果
を

こ
う
話
す
。「
私
の
期
待
通
り
、

従
業
員
が
目
標
に
向
か
っ
て
気
持

ち
を
１
つ
に
し
た
こ
と
で
協
調
性

が
芽
生
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
以
前
は
廃
棄
物
の

処
理
方
法
が
課
題
だ
っ
た
の
で
す

が
、
人
任
せ
に
せ
ず
各
人
が
分
別

を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
特
別
な
処
置
を
施
さ
な
く
て

も
お
の
ず
と
問
題
が
解
決
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
」。
省
エ
ネ
活
動
を

通
じ
た
成
功
体
験
は
今
後
も
会
社

組
織
を
強
く
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
２
０
１
８
年
３
月
取
材
）

取締役会長の西山勇助さん。

専務取締役の間室幸夫さん。

住
所
◉
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央

区
上
落
合
５
│
１
９
│
８
／
電
話

◉
０
４
８
（
８
５
２
）
７
１
１
１
／

事
業
内
容
◉
自
動
車
整
備

作業工程の見直しで高負荷設備の重複稼働を回避
株式会社 茂木鉄工所 

事業所DATA

協
調
性
の
芽
生
え

導入前後の比較

2013年▶2017年

2012年5月～翌年4月
▶2016年5月～翌年４月

契約電力

使用電力量

　

ス
ル
メ
イ
カ
と
い
え
ば
北
海
道

南
部
の
名
物
だ
が
、
近
年
不
漁
続

き
で
漁
獲
量
が
急
減
し
て
い
る
。

イ
カ
の
街
と
も
い
わ
れ
る
函
館
市

に
隣
接
す
る
北
斗
市
の
一
印
青

山
水
産
株
式
会
社
が
受
け
る
影

響
も
深
刻
だ
。「
当
社
は
主
に
ス

ル
メ
イ
カ
を
買
い
付
け
て
珍
味
の

原
料
に
加
工
し
、
二
次
加
工
業
者

に
卸
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年

頃
の
ス
ル
メ
イ
カ
の
価
格
は
１
㌔

㌘
当
た
り
１
０
０
〜
２
０
０
円
。

今
で
は
そ
れ
が
６
０
０
〜
７
０
０

円
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
企
業
努
力

で
仕
入
れ
原
価
の
上
昇
を
補
っ
て

き
ま
し
た
が
、
か
な
り
厳
し
い
状

況
で
す
ね
」
と
専
務
取
締
役
の
青

山
竜
市
さ
ん
は
話
す
。

　

経
費
の
見
直
し
は
同
社
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
電
気
料
金
も
改
善
で
き

な
い
か
と
考
え
た
。
そ
れ
ま
で
は

他
社
の
デ
マ
ン
ド
監
視
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
て
い
た
が
期
待
し
た
効

果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ

ス
に
切
り
替
え
、
電
気
の
「
見
え

る
化
」
を
活
用
し
、
少
し
で
も
難

局
を
乗
り
越
え
る
力
に
し
た
い
と

取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
の
は
電
力

ピ
ー
ク
の
引
き
下
げ
。
工
場
に
は

２
カ
所
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
を
設
置
。
使
用
電
力
量
が
デ

マ
ン
ド
目
標
設
定
値
に
近
づ
き
警

報
が
鳴
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
は
ま
ず

凍
結
庫
を
一
定
の
間
止
め
る
。
短

時
間
な
ら
稼
働
を
止
め
て
も
庫
内

の
温
度
は
変
わ
ら
な
い
と
事
前
の

検
証
を
行
っ
て
い
た
。

　
「
そ
れ
で
も
警
報
が
鳴
り
止
ま

な
い
と
き
は
、
乾
燥
機
の
稼
働
を

止
め
ま
す
。
味
付
け
ミ
キ
サ
ー
な

ど
の
調
理
機
器
を
止
め
て
し
ま
う

と
、
仕
上
が
り
に
ム
ラ
が
出
て
品

質
が
落
ち
る
た
め
、
こ
う
し
た
機

器
は
止
め
ま
せ
ん
。
デ
マ
ン
ド
値

の
ピ
ー
ク
を
抑
え
る
た
め
、
ど
の

機
器
を
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
停
止

す
れ
ば
い
い
か
、
品
質
に
影
響
し

な
い
の
は
ど
の
機
器
か
を
調
査
し

て
、
凍
結
庫
と
乾
燥
機
の
停
止
で

あ
れ
ば
問
題
な
い
と
わ
か
っ
た
ん

で
す
」
と
青
山
さ
ん
。

　

そ
う
し
て
電
気
料
金
の
改
善
効

果
は
出
始
め
た
が
、
使
用
電
力
量

の
縮
小
は
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
不
漁

で
工
場
稼
働
が
減
っ
て
い
る
影
響

も
あ
る
と
い
う
。
電
気
の
「
見
え

る
化
」
を
利
用
し
た
現
場
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
経
費
の
見
直
し
が

よ
い
方
向
に
向
か
っ
た
経
験
を
踏

ま
え
、
今
後
は
全
社
一
丸
と
な
っ

た
総
力
戦
で
危
機
を
乗
り
越
え
た

い
と
考
え
て
い
る
。
青
山
さ
ん
は

「
他
の
海
産
物
の
加
工
も
増
や
し

扱
い
品
目
を
広
げ
て
広
範
な
食
品

加
工
業
を
志
向
し
な
が
ら
事
業
を

進
展
さ
せ
ま
す
」
と
語
っ
た
。

（
２
０
２
０
年
３
月
取
材
）

専務取締役の青山竜市さん。

住
所
◉
北
海
道
北
斗
市
追
分
４
│

７
│
３
８
／
電
話
◉
０
１
３
８
（
４

９
）
２
９
７
２
／
創
業
◉
１
９
８
０

年
／
事
業
内
容
◉
食
品
製
造

電気の「見える化」、難局を乗り越える力に
一印 青山水産 株式会社　http://www.aoyamasuisan.jp/

事業所DATA

経
費
見
直
し
へ
の
貢
献

導入前後の比較

2018年▶2020年

2017年3月～翌年2月
▶2019年3月～翌年2月

契約電力

使用電力量

　

株
式
会
社
プ
リ
ン
ト
テ
ク
ニ

カ
の
社
名
は
、印
刷
（
プ
リ
ン
ト
）

と
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
２

つ
の
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な

る
。
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
の
特
性
を

生
か
し
た
幅
広
い
素
材
へ
の
特
殊

印
刷
技
術
を
強
み
と
す
る
企
業
で

あ
る
。
１
９
８
８
年
に
東
大
阪
で

創
業
し
、
２
０
１
０
年
に
日
本
テ

ク
ノ
の
電
気
の
「
見
え
る
化
」
を

導
入
。「
当
時
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

節
電
サ
ー
ビ
ス
の
売
り
込
み
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く

は
ど
こ
か
納
得
で
き
な
い
内
容
だ

っ
た
。
そ
ん
な
中
で
日
本
テ
ク
ノ

さ
ん
の
提
案
だ
け
は
違
っ
て
い

た
」
と
取
締
役
会
長
の
西
山
勇
助

さ
ん
は
振
り
返
る
。
自
分
た
ち
の

努
力
次
第
で
成
果
が
左
右
さ
れ
る

点
が
素
直
に
納
得
で
き
、
信
頼
を

向
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
２
０
１
７
年
に
、
業
務

拡
大
へ
の
対
応
や
品
質
向
上
を
図

る
た
め
、
和
歌
山
県
橋
本
市
に
工

場
を
新
設
し
移
転
し
た
。
こ
れ
ま

で
実
績
が
出
て
い
た
電
気
の
「
見

え
る
化
」
は
、
引
き
続
き
採
用
さ

れ
た
。

　

新
社
屋
は
断
熱
性
に
優
れ
、
熱

を
発
す
る
乾
燥
室
は
仕
切
る
な
ど

省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

モ
ニ
タ
ー
は
事
務
ス
ペ
ー
ス
に
設

置
し
、
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
に
近
づ

い
た
と
き
に
は
、
負
荷
の
高
い
空

調
を
停
止
す
る
な
ど
で
対
応
す

る
。
始
業
時
の
機
器
の
立
ち
上
げ

は
同
時
に
行
わ
な
い
よ
う
、
時
間

を
ず
ら
し
て
始
動
す
る
。
社
内
に

は
「
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
委
員

会
」
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
こ
で

議
論
さ
れ
る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

で
は
、
ピ
ー
ク
値
を
超
え
て
し
ま

っ
た
と
き
の
生
産
状
況
を
検
証
し

改
善
策
を
打
ち
出
す
と
い
っ
た
活

動
も
進
め
ら
れ
る
。

　
「
事
業
活
動
の
中
で
、
問
題
の

あ
る
部
分
を
改
め
よ
う
と
し
た
ら

設
備
や
作
業
環
境
な
ど
に
多
く
の

投
資
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
電
力
量
の
改
善
は
社
員

の
心
が
け
だ
け
で
で
き
る
。
そ
れ

で
収
益
が
上
が
れ
ば
給
与
に
も
影

響
し
、
電
気
の
使
い
方
の
工
夫
で

生
産
性
が
上
が
れ
ば
残
業
時
間
の

削
減
な
ど
働
き
や
す
い
環
境
も
生

ま
れ
る
。
取
り
組
ま
な
い
手
は
あ

り
ま
せ
ん
」と
西
山
さ
ん
は
言
う
。

　

地
元
雇
用
の
定
着
な
ど
を
目
指

し
、
積
極
的
に
新
卒
者
採
用
を
行

い
社
員
の
平
均
年
齢
は
31
歳
。
流

行
に
敏
感
な
若
手
の
発
案
で
、
新

し
い
自
社
商
品
も
生
ま
れ
た
。
ち

な
み
に
印
刷
業
界
の
平
均
は
45
歳

以
上
だ
。
移
転
後
、
生
産
品
目
は

増
え
た
が
省
エ
ネ
活
動
で
契
約
電

力
は
減
少
、
使
用
量
は
８
％
増
に

と
ど
め
て
い
る
。
２
０
１
９
年
の

売
上
高
は
前
年
比
約
12
％
増
だ
。

（
２
０
２
０
年
１
月
取
材
）

「電力量は社員の心がけだけで改善できる。やらない手はありません」
株式会社 プリントテクニカ　http://www.printac.co.jp/
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新
社
屋
で
継
続
採
用

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

　

道
の
駅
阿
蘇
の
運
営
主
体
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物

館
。
熊
本
県
の
阿
蘇
市
全
体
を
屋

根
の
な
い
博
物
館
と
捉
え
、
人
と

自
然
が
織
り
な
し
て
き
た
独
自
の

風
土
を
活
用
し
、
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
事
業
目
的

に
据
え
て
い
る
。
道
の
駅
で
は
こ

だ
わ
り
の
地
場
産
品
を
多
数
販
売

す
る
ほ
か
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
た

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
就
農
体
験
な
ど

の
交
流
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
た
の
は
２
０
１
６
年
３

月
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
下
城
卓
也

さ
ん
は
「
こ
の
施
設
は
天
井
が
高

く
、
外
気
が
直
接
入
ら
な
い
よ
う

入
り
口
前
に
風
除
室
を
設
置
す
る

ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
空
調
に
か
か
る
負
荷
が
大
き

く
、
光
熱
費
の
負
担
が
ネ
ッ
ク
で

し
た
。
そ
こ
で
割
安
な
電
気
を
使

い
た
い
と
、
高
圧
受
電
へ
の
切
り

替
え
を
検
討
し
て
い
た
ん
で
す
」

と
以
前
の
状
況
を
振
り
返
る
。
受

電
方
法
の
変
更
に
あ
た
り
、
複
数

業
者
に
相
見
積
も
り
を
と
っ
た
と

こ
ろ
「
省
エ
ネ
活
動
の
推
進
も
で

き
る
電
気
の
〝
見
え
る
化
〞
を
、

セ
ッ
ト
で
提
案
し
て
く
れ
た
日
本

テ
ク
ノ
さ
ん
に
決
め
ま
し
た
」。

　

導
入
後
、
道
の
駅
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
日
本
テ
ク
ノ
営
業
担
当
に
よ

る
勉
強
会
で
具
体
的
な
活
動
方
法

を
学
ん
で
い
っ
た
。
空
調
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ス
イ
ッ
チ
の
並
ぶ
す
ぐ

下
に
設
置
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ

タ
ー
の
表
示
色
が
変
化
し
た
と

き
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
各

自
が
理
解
し
て
い
く
。
表
示
色
だ

け
で
な
く
画
面
に
描
か
れ
た
顔
の

表
情
で
も
わ
か
り
や
す
く
電
気
の

使
い
過
ぎ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

今
で
は
そ
の
表
示
に
合
わ
せ
、
空

調
の
調
整
を
行
う
習
慣
が
ス
タ
ッ

フ
の
間
に
自
然
と
定
着
し
た
。

　
「
見
え
る
化
」
の
導
入
を
機
に

設
備
改
善
に
も
取
り
組
ん
だ
。
照

明
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
、
冷
凍
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
は
省
電
力
仕
様
の
扉

付
き
タ
イ
プ
へ
変
更
す
る
な
ど
改

修
を
進
め
た
。

　
「
導
入
当
時
は
震
災
の
影
響
で

売
上
が
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
２

０
１
８
年
度
は
そ
こ
か
ら
約
１
・

３
倍
に
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

使
用
電
力
量
は
ほ
ぼ
増
減
な
し

で
、
契
約
電
力
も
わ
ず
か
な
増
加

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。〝
見
え
る

化
〞
で
の
電
気
の
使
い
方
改
善
と

設
備
改
善
の
２
つ
の
成
果
が
表
れ

た
結
果
、
生
産
性
が
向
上
し
た
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
下
城
さ

ん
は
分
析
す
る
。

　

道
の
駅
阿
蘇
は
、
阿
蘇
市
の
産

業
振
興
に
貢
献
す
る
交
流
地
点
と

し
て
、
今
後
も
事
業
全
体
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
２
０
１
９
年
11
月
取
材
）

ＥＲＩＡモニターの表情で空調稼働調整の習慣
道の駅 阿蘇　https://www.aso-denku.jp/

生
産
性
の
向
上

導入前後の比較

2016年▶2019年

2016年4月～翌年3月
▶2018年4月～翌年3月

契約電力

使用電力量

ス
ル
メ
イ
カ
の
加
工
場
。
漁
獲
量
の
急

減
で
仕
入
れ
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

使
用
電
力
量
が
大
き
い
乾
燥
機
の
稼
働

時
は
別
工
程
の
作
業
を
進
め
る
。

※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。
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高
い
断
熱
性
な
ど
省
エ
ネ
に
配
慮
し
た

社
屋
は
働
き
や
す
い
環
境
で
も
あ
る
。

道
の
駅
阿
蘇
。
施
設
内
は
天
井
が
高
く

空
調
へ
の
高
負
荷
が
課
題
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｕ
Ｐ

1.8％1.8％ Ｕ
Ｐ
Ｕ
Ｐ

マネージャーの下城卓也さん。

オーダーメイドの省エネをお届けします。

日本テクノでは企業の省エネ活動を支援するコンサルティングサービ
ス（有料）を提供しています。技術スタッフが事業場を調査し、最適
な省エネ手法を提案、最終的にお客様オリジナルのマニュアルを作成・
納品します。「省エネ活動が文化となり、社内に定着していく」そう
した企業風土の醸成に役立てていただくため、ご要望をきめ細かく
伺い、オーダーメイドスタイルでコンサルティングを行います。

特 長 概要／流れ

●
多
彩
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
最
新
の
知
見

●
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー

●
成
果
物
が
手
元
に
残
る

① 現場調査
ニーズのヒアリングに始まり、主要機器の消費電
力と運用内容を確認。提案の可否も含めて事前
調査を行います。

▼
② 省エネ実施計画提案
現状報告と、実効性のある省エネプランを提案
します。

▼
③ 設備台帳作成
事業場で電気を使用する設備をすべて検証し、
定格出力などを「見える化」します。

▼

④ 省エネ勉強会実施
事業場のご要望に応じて、勉強会を実施。設備
の特徴や賢い電気の使い方を説明します。

▼
⑤ 省エネ実施・検証・設備改善提案

計画に基づき、省エネ対策を
実施していただきます。運用
改善をはじめ、最適な設備改
善も提案します。
▼

⑥ 省エネ・運用改善マニュアル作成・納品
省エネ活動の結果を報告
し、取り組みをまとめた
お客様オリジナルのマニ
ュアルを納品します。

コンサルティング
サービス

期間：１年間
費用：お問い合わせ

0120-308-512
お問い合わせ

複
数
の
事
業
場
が
あ
り
、
省
エ
ネ

活
動
の
レ
ベ
ル
を
合
わ
せ
た
い

こ
ん
な
企
業
に
オ
ス
ス
メ

（平日9：30～17：00）
※最寄りの営業所につながります。

省エネ活動を通じて
社員教育を実施したい

設備のリニューアルを考えており、
専門家によるアドバイスが欲しい

https://econews.jp/article/report/case_study/
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春の料理には苦みを盛れ

　

暖
か
い
日
差
し
が
心
地
い

い
季
節
。
と
は
い
え
、
こ
の

時
季
は
急
な
寒
暖
差
や
気
圧

の
変
化
な
ど
で
自
律
神
経
が

乱
れ
や
す
く
、
冬
場
の
運
動

不
足
で
筋
力
が
衰
え
た
体
に

む
く
み
な
ど
の
症
状
が
出
や

す
く
な
り
ま
す
。
加
え
て
コ

ロ
ナ
禍
で
「
お
う
ち
時
間
」

が
長
く
な
っ
た
影
響
も
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
こ
の
季

節
の
体
調
を
整
え
る
た
め
に

旬
の
も
の
、
特
に
「
苦
い
も

の
」
を
取
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。「
春
の
料
理
に
は
苦
み

を
盛
れ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

も
あ
る
ん
で
す
よ
。
人
間
の

体
は
寒
い
冬
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
脂
肪
な
ど
を
蓄
え
る

仕
組
み
が
あ
り
、
春
に
な
る

と
体
が
活
動
を
始
め
、
冬
に

た
ま
っ
た
脂
肪
や
老
廃
物
を

排
出
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ

の
働
き
を
助
け
る
の
が
苦
み

の
あ
る
春
野
菜
な
の
で
す
。

　

代
表
選
手
は
山
菜
。
春
の

山
菜
に
は
「
植
物
性
ア
ル
カ

ロ
イ
ド
」
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
体
内
の
老
廃
物
や

毒
素
を
排
出
す
る
働
き
が
あ

る
成
分
で
、
腎
臓
の
ろ
過
機

能
を
向
上
さ
せ
た
り
、
解
毒

作
用
や
新
陳
代
謝
の
促
進
効

果
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
特

に
多
く
含
む
の
が
「
ふ
き
の

と
う
」
と
「
菜
の
花
」
で
す
。

　

こ
の
２
つ
の
春
野
菜
は
、

植
物
性
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
ほ

か
食
物
繊
維
や
カ
リ
ウ
ム
な

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
サプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメント

《第８回》

ど
も
豊
富
に
含
み
、
腸
内
の

老
廃
物
を
排
出
し
て
く
れ
る

の
で
む
く
み
に
効
果
的
で

す
。
ま
た
菜
の
花
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
豊
富
。
ふ

き
の
と
う
は
疲
労
回
復
に
効

く
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｋ
、
鉄
、
葉
酸
な
ど
を
多

く
含
み
ま
す
。
菜
の
花
は
熱

し
過
ぎ
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
壊

さ
な
い
よ
う
、
さ
っ
と
炒
め

る
か
軽
く
茹
で
て
食
べ
て
く

だ
さ
い
ね
。
ふ
き
の
と
う
は

天
ぷ
ら
に
す
る
と
苦
み
も
抑

え
ら
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
成
分
も

効
率
よ
く
摂
取
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
春
野
菜
は
食
物
繊

維
が
多
い
た
め
、
一
度
に
食

べ
過
ぎ
る
と
お
な
か
を
壊
す

こ
と
も
あ
る
の
で
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
ね
。
こ
の
時
季

な
ら
で
は
の
春
の
苦
み
を
お

い
し
く
い
た
だ
き
、
健
康
な

体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

① ② ③

④

⑨

⑧⑦

⑪

⑩

⑥

⑤

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：b ／ Ｑ２：a ／ Ｑ３：c ／ Ｑ４：d

※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただ※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただ
いた方の中から抽選で毎月20名様に、「のびのびエコ軍手」をプレゼンいた方の中から抽選で毎月20名様に、「のびのびエコ軍手」をプレゼン
ト！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させてト！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させて
いただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクいただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テク
ノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサ
イトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。イトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！

おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつおばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつ
くり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメールくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメール
マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内
など、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだなど、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだ
さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

https://econews.jp/idea/https://econews.jp/idea/
おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ 検 索

環境の変化と上手に付き合う３つのポイント

　

新
し
い
年
度
が
始
ま
る
４
月
。
新

鮮
な
気
持
ち
で
今
ま
で
と
違
う
日
常

を
迎
え
ら
れ
る
一
方
で
、
環
境
の
変

化
は
ス
ト
レ
ス
の
要
因
に
も
な
り
得

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
環
境
の
変

化
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
の
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
状
況
や
環
境
の
変
化
」
は
、
そ
れ

が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
続
い

た
り
し
た
と
き
、「
こ
こ
ろ
」
に
ス

ト
レ
ス
が
か
か
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、

メ
ン
タ
ル
不
調
を
招
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
３
つ
の

心
が
け
で
す
。

①
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

　

起
床
時
間
や
就
寝
時
間
が
、
な
る

べ
く
一
定
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

就
寝
の
90
分
前
に
入
浴
を
済
ま
せ

る
、
寝
る
直
前
の
食
事
を
控
え
る
な

ど
、
質
の
よ
い
睡
眠
を
心
が
け
る
の

も
大
切
で
す
。
シ
フ
ト
勤
務
な
ど
で

一
定
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
に
く
い
人

は
「
光
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
夜

勤
の
日
は
起
き
た
ら
す
ぐ
に
部
屋
の

電
気
を
つ
け
光
を
浴
び
る
。
ま
た
、

夜
勤
明
け
は
太
陽
の
光
を
あ
ま
り
浴

び
ず
に
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
し
て
早
め
に

休
む
よ
う
に
し
ま
す
。

②
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
設
け
る
。

　

趣
味
に
没
頭
し
た
り
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
ヨ
ガ
に
取
り
組
ん
だ
り
、
心
身

が
休
め
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。
あ

え
て
何
も
し
な
い
時
間
を
つ
く
る
の

も
お
勧
め
で
す
。
大
き
な
環
境
の
変

化
が
あ
っ
た
後
や
、
仕
事
が
忙
し
い

と
き
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を

リ
ズ
ム
、リ
ラ
ッ
ク
ス
、栄
養

ゆ
っ
た
り
過
ご
す
よ
う
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

③
栄
養
を
し
っ
か
り
と
る
。

　

１
日
３
食
、
欠
か
さ
ず
に
と
る
。

望
ま
し
い
の
は
、
肉
類
、
果
物
類
、

野
菜
類
、
乳
製
品
な
ど
多
種
の
食
材

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
。
旬

の
も
の
や
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
食
品
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
今
の
時
季
な
ら
、
春
の
野
菜

（
タ
ラ
の
芽
や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
）
の

苦
み
成
分
に
疲
労
回
復
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
は

「
時
間
が
か
か
っ
て
当
然
」
と
ゆ
っ

た
り
大
き
く
構
え
て
、
３
つ
の
心
が

け
を
意
識
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
心
身
の
不
調
を
感
じ
た
と

き
は
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

金
沢
カ
レ
ー

レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

お
う
ち
ご
は
ん
が
続
く
日
々
も

気
軽
に
楽
し
め
る
ご
当
地
グ
ル
メ

家
庭
で
用
意
し
た
カ
ツ
な
ど
揚
物

と
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
め
る
」

と
河
村
さ
ん
が
ひ
か
れ
た
ポ
イ
ン

ト
を
話
す
と
「
手
間
暇
を
惜
し
ま

ず
、
た
く
さ
ん
の
牛
肉
と
タ
マ
ネ

ギ
を
、
ル
ー
に
溶
け
込
む
ま
で
長

時
間
煮
込
ん
で
つ
く
り
ま
す
。
そ

れ
が
濃
厚
な
味
わ
い
を
出
す
秘
訣

で
す
」
と
越
田
さ
ん
が
商
品
の
こ

だ
わ
り
を
明
か
す
。

　

越
田
さ
ん
は
、
統
括
す
る
グ

ル
ー
プ
各
社
で
幅
広
く
フ
ー
ド
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
目

指
す
の
は
「
食
を
通
じ
お
客
様
と

心
が
通
じ
合
う
企
業
」。
そ
れ
は
、

馬
本
社
長
が
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト

を
始
動
さ
せ
た
と
き
の
考
え
や
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
河
村
さ

ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
き
の
気

持
ち
と
共
通
す
る
、
ひ
た
む
き
な

姿
勢
だ
っ
た
。

め
た
株
式
会
社
一
膳
社
長
の
越

田
一
さ
ん
は
、「
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
」
と
マ
ス
ク
越
し
な
が
ら

明
瞭
な
言
葉
で
答
え
た
。
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
と
し
て
訪
れ
た
河
村
さ
ん

も
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
深
く
う
な

ず
く
。
一
膳
は
、
河
村
さ
ん
が
選

ん
だ
ギ
フ
ト
「
金
沢
カ
レ
ー
」
を

提
供
す
る
株
式
会
社
ク
オ
リ
テ

ィ
ラ
ン
チ
の
親
会
社
だ
。

　
「
こ
の
時
期
、
ご
当
地
グ
ル
メ

を
手
軽
に
味
わ
え
る
の
が
魅
力
と

思
い
ま
し
た
。
ル
ー
が
濃
厚
で
、

　

河
村
隆
一
さ
ん
と
日
本
テ
ク
ノ

の
馬
本
英
一
社
長
が
昨
年
11
月
、

ベ
ス
ト
ギ
フ
ト
の
出
品
企
業
を
訪

問
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
少
し
で
も

明
る
い
話
題
を
自
ら
が
赴
い
て
伝

え
た
い
と
馬
本
社
長
は
今
回
の
訪

問
に
加
わ
り
、
ま
ず
「
ギ
フ
ト
ス

ト
リ
ー
ト
は
お
客
様
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
一
心
で
立
ち
上
げ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」と
語
っ
た
。

利
益
度
外
視
で
い
い
、
お
客
様
同

士
が
つ
な
が
る
場
を
提
供
し
た
い

│
│
そ
の
思
い
を
間
近
で
受
け
止

　日本テクノが提供する会員向けネットシ
ョッピングモール「GIFT street」で半期
に１度選出するベストギフト。選者である
同社イメージキャラクターの河村隆一さん
が今回選んだのは、石川県金沢市のご当地
グルメを自宅で気軽に味わえる品だ。

〝この企業へ〟ベストギフト
with 日本テクノ 馬本社長

２０２１上半期 BEST GIFT

◉ 株式会社 一膳
石川県金沢市で企業の給
食弁当や福祉施設の食
事、各種調理品の製造・
販売、デリバリーサービス
など総合的なフード関連
事業を展開。「金沢カレー」
を提供する株式会社 クオ
リティランチほか複数のグ
ループ企業を有する。

◉ かわむら りゅういち
1970年、神奈川県出身。
LUNA SEAのヴォーカ
ルとして活躍し1997年
にソロデビュー。ミュージ
シャン、音楽プロデューサ
ー、俳優、小説家など多彩
な分野で活動。2012年
12月、日本テクノのイメー
ジキャラクターに就任。

◉GIFT street
日本テクノが発行した
GIFT ポイントに応じて
商品（ギフト）に交換でき
るサイト。ギフトの出品
企業も、日本テクノのお
客様。各社が自信を持っ
てつくる名産品や独自ブ
ランド品などをラインナ
ップする。

◉ ベストギフト企画
数百品目の出品商品（ギ
フト）の中から、河村隆一
さんがお薦めしたい「ベ
ストギフト」を１品選び、
その商品をGIFT street
サイトの特設コーナーで
紹介する企画。ギフトの
選出は半期に１度のサイ
クルで実施。

　環境問題や電気に関する知識レベルを、楽
しみながらチェックできるこのコーナー。出
題範囲は本紙前号（63号）の掲載記事。会社
や学校などで下記の設問を使って、環境常識
テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環
境知識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

環境問
題

環境問
題

常識テ
スト

常識テ
スト
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用
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さ
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a 国連気候変動枠組み条約 b 生物多様性条約
c パリ協定 d 京都議定書

1992年5月に採択、1993年12月に発効。ワシント
ン条約やラムサール条約などを補完する包括的な環
境関連の国際条約は？Question

1

【１面】環境問題を読み解く ことば前号出典記事

a 脱炭素社会  b 循環型社会
c 持続型社会 d 脱酸素社会

菅義偉首相は 2020 年 10 月の国会所信表明演説で
「2050 年カーボンニュートラル、○○○○○の実現を
目指す」と宣言した。○に入る言葉は？Question

2

【２面】Techno's Thinking前号出典記事

a 海水淡水化  b 海洋中性化
c 海洋酸性化 d 海洋アルカリ化

温暖化が海洋生態系の脅威になる要因は大きく２つ
ある。１つは海面水温の上昇。もう１つは？

Question
3

【３面】ECO Books前号出典記事

a SDGsマーク  b CEマーク
c ULマーク d PSEマーク

電気製品が一定の安全基準を満たすことを示すマー
ク。2001年4月に施行された「電気用品安全法」で
表示が義務づけられたものは？Question

4

【４面】身近な電気のあまり知られていない話前号出典記事

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る 5文
字を組み合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉左側「環境問題常識テスト」のQuestion２の答え「○○○○○社会」。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ
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① やったー合格だ！ 「○○○サク」。
② 梅の木の○○にウグイスがとまっ
ているよ。

③ いなくなってしまうと心配されて
いる生き物「ゼツメ○○○○○」。

⑤ 電気の保安点検は日本テクノに
○○○しています。

⑦ ○○○ヨシノは日本で一番ポピュ
ラーなサクラの種類。

⑩ 飲み終えたビンや○○はリサイク
ルボックスへ入れてください。

① つぼ焼きがおいしいよ。漢字で書
くと「栄螺」。

④ ラッキー！ おみくじが、○○○チ
だったよ。

⑥ マ○○ンの距離は42.195km。
⑧ 縄でつないでほかの船を引っ張っ
ていく○○ボート。

⑨ かくれんぼの鬼だよ。○○○○し
て百まで数えてね。

⑪ 印鑑は廃止したので、ココに署名
してください。

５個セット／内容量1袋180g／調理方法：中
袋（レトルトパウチ）の封を切らずにそのまま
熱湯に入れ3～５分間沸騰させ温める。

訪問はGoToトラベル事
業の一時停止が発表され
る前の 2020 年１１月。
事前の手指の消毒や、会
話の際のマスク着用など
感染症予防対策を徹底し
てベストギフト選定の報
告はなされた。

◀ 左から一膳社長の越田一さ
ん、河村隆一さん、日本テ
クノの馬本英一社長。

河村隆一さんセレクト

５個セット／内容量1袋180g／調理方法：中
袋（レトルトパウチ）の封を切らずにそのまま
熱湯に入れ3～５分間沸騰させ温める。

５個セット／内容量1袋180g／調理方法：中
袋（レトルトパウチ）の封を切らずにそのまま

名様

抽選で

「GIFT streetオリジナルトートバッグ」プレゼント
正解者の中から抽選で 30名の方に「GIFT street オリジナルトートバッグ」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」「面白かっ
た記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。なお、当社と契約され
ているお客様の場合は事業場名もご記入ください。また、WEBサイト「Eco News Web Magazine」（https://
econews.jp/）からも応募できます。サイトにアクセスし当コーナー応募フォームのリンクをクリックし
て画面の指示に従いご応募ください。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
締め切りは2021年 6月25日（金）必着。
〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【https://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

https://www.gift-street.com/special-contents/best_gift/index.html
http://econews.jp/idea/
http://econews.jp/idea/
https://econews.jp/crossword/
https://econews.jp/article/column/kokoro/
https://econews.jp/article/learn/test/
https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/



